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日　時　2015年2月21日（土）
　　　　14：00～16：30（予定）
講　師　中村昌生氏
　　　　京都工芸繊維大学名誉教授
見学先　 廣誠院（京都市中京区河原町

通二条下ル東入ル一之船入町
538-1）

集  合　 現地（京阪「三条駅」下車　徒歩
約10分／京都市営地下鉄　東西
線「京都市役所前駅」下車　徒
歩約 5 分）

定　員　 30名（申込み多数の場合は個
人会員最優先の先着順）

参加費　会員4,000円　一般5,000円
　　　　学生は各半額
申　込　①催し名「茶室見学会」
　　　　②氏名
　　　　③会員・一般・学生の別
　　　　④職場名または学校名
　　　　⑤参加証送付先住所
　　　　⑥連絡先電話番号
　　　　 上記の項目を明記して、FAX

またはE-mailにて、下記まで
お申し込みください。

申込先：（一社）日本建築協会
　　　　（担当：藤巻）
　　　　TEL：06-6946-6981
　　　　FAX：06-6946-6984
　　　　E-mail：jigyoka@aaj.or.jp

二条木屋町、高瀬川の起点近くに廣誠
院というお寺があります。建物や庭は
明治25年につくられましたが、その沿
革はほとんど知られていません。最後
の所有者となった廣瀬家の主人、夫人
の長逝後、廣瀬家の菩提を弔う寺となり
ましたが、本山を持たないため、現在ま
で独自のご尽力で原形を保たれています。
この屋敷を営んだのは、薩摩藩の普請
の責任者である伊集院兼常です。兼常
は明治新政府の営繕局に勤務していま
したが、隠居所としてこの屋敷をつく
り、その後いくつかの屋敷を建てたの
ち東山の地に對龍山荘を築いた人と伝
えられています。名作庭家「植治」が
見本とし、親交のあった山縣有朋も一
目おく、作庭の実力者でもありました。
賀茂川の水を引いて、東山の眺望もと
り入れたこの地は、兼常にとって不足
のない立地条件であったのではと推測
されます。

主建築は、南方の庭の中へ深く突き出
ている書院で、十三畳半の主室と十畳
の次の間から成っています。
深い化粧屋根裏の土間庇がめぐらされ
ており、その縁の下方には敷地の東北
から水の流れが迫り、水上に浮かぶ高
い床のような壮観で見事な造りとなっ
ています。
書院東側の縁から北へ目を向けると茶
室があります。流れの上に張り出して
いる部分に客座があり、珍しい水上に
浮かぶ軽快な外観を見せています。
茶室は、この三畳中板入下座床の小間
と八畳の広間があり、兼常の茶の湯に
向き合う細やかな造作が見られる明治
期の数寄屋邸宅の名作といえます。

今回も中村先生ならではの貴重なお話
とともにお楽しみください。

会 告　日本建築協会

第31回茶室見学会

廣
こうせいいん

誠院（通常非公開）

京都市指定名勝（庭園）
京都市指定有形文化財（建造物）
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日本建築協会　会 告

なお、日本建築協会ホームページhttp://www.aaj.or.jpからも、ご投票いただけます。

「建築と社会」賞
読者アンケート
送付先
（一社）日本建築協会
FAX06-6946-6984
e-mail：kyoukai@

aaj.or.jp

「建築と社会」2014年 1 ～12月号で、よいと思われた作品・論文・特集企画・記事（特集
の場合は個々の論文・記事を対象とする）、その他本誌に対するご意見を記入の上、e-mail
またはFAXで、（一社）日本建築協会へご投票下さい。

（2014年○○月号掲載の作品、論文・記事名及び同執筆者名を明記してください）

（1）お名前
（2）勤務先または連絡先
（3）とくによいと思われた作品とその理由

（4）とくによいと思われた記事とその理由

（5）本誌についてのご意見や、取り上げてほしい内容などがありましたら、ご記入下さい。

「建築と社会」という本誌の趣旨にふ
さわしい地域性や社会性に配慮し、建
築・環境技術の進展や文化の醸成に寄
与する建築作品や建築にかかわる論
文・記事などを顕彰するものです。選
考にあたっては、会員の声を反映し、
広く開かれた賞とします。
■選考対象

「建築と社会」2014年 1 ～12月号に掲
載された作品、及び論文・記事を対象
とする。
•「作品作風頁」欄、「gallery頁」、及び

「本会支部作品頁及びそれに準ずる作品
頁」掲載の建築作品
•「特集頁」掲載の論文、特集の企画
•「シリーズ頁」の論文・記事（法令
コーナー、構造の頁、設備の頁、再読
関西近代建築、関西の建築界／群像、
新建材の頁、素材最前線、REPORT頁、
Member`s Fourumほか）

■賞の部門
作品部門／ 1 ～ 4 点
論考部門／ 1 ～ 4 点
その他部門（特別賞）
■会員読者による第一次選考
会員読者から投票された「作品」及び

「論文・記事」に、編集委員会の意見を
加味して各部門10点程度選出。これを
第二次選考対象とする。
■選考委員会による第二次選考
第一次選考を通過した選考対象を、選
考委員会で選出。（該当者に写真、図面、
設計主旨などの説明資料を求めること
がある）
■第14回選考委員（予定）
田中直人（ 島根大学大学院・特任教授

／選考委員長）
阿部浩和（ 大阪大学大学院教授）
高砂正弘（ 和歌山大学大学院・教授）
谷口与史也（ 大阪市立大学大学院・教授）
※ 環境・設備、他部門（法律、社会学、

福祉等）から 2 名の選考委員を予定。

■発表と表彰
作品部門は建築主、設計者、施工者の
中の代表者に、論文・記事部門は執筆
者（複数の場合は代表者）に、賞状

（記念楯）を贈呈する。表彰式は 6 月
中旬を予定。入賞発表は「建築と社会」
2015年 7 月号予定。
■投票締め切り
2015年 3 月 4 日（水）
■送付先

（一社）日本建築協会
FAX 06-6946-6984
e-mail：kyoukai@aaj.or.jp
〒540-6591
大阪市中央区大手前1-7-31
OMMビル7階

第14回  読者と選ぶ
「建築と社会」賞の
ためのアンケート
回答募集
2014年 1 ～12月号

「建築と社会」誌から

＊2014年の誌面詳細は、2014年12
月号p64に掲載している総目録または
日本建築協会HPでご覧ください。
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委員長　米井　　寛／㈱東畑建築事務所取締役大阪事務所長
委　員　吉岡　聡司／大阪大学大学院キャンパスデザイン室准教授
　　　　佐々木　栄／㈱昭和設計執行役員建築部門建築設計部統括
　　　　八木　康行／ステュディオエイトアーキテクト代表
　　　　髙梨雄二郎／㈱竹中工務店開発計画本部長（西日本担当）
　　　　町澤真一朗／清水建設㈱関西事業本部設備設計部グループ長
　　　　山浦　晋弘／㈱安井建築設計事務所構造部長
　　　　辻　　聖晃／京都大学大学院工学研究科建築学専攻准教授
　　　　小倉　良友／㈱日建設計エンジニアリング部門
　　　　　　　　　　　　　設備設計グループ副代表兼部長

　　　　山辻　直樹／大成建設㈱関西支店建築部購買管理室課長
　　　　阪井　　聡／㈱大林組大阪本店建築事業部生産技術部部長

日本建築協会では、昭和29年から「青年技術者」を表彰
してきました。これは、35才以下の優秀な設計者、技術
者、研究者等を対象とするもので、若手建築技術者のい
わば登龍門として定着しています。
今年も、青年技術者選考委員会を設けて、これまでどお
り、計画・設計・構造・設備・施工およびその他の分野
について青年技術者を表彰します。
選考は有職者による選考委員会が行い、選出された方
は、本会総会での表彰、「建築と社会」への掲載等を予
定しています。建築界の様々な分野で活躍されている皆
様の積極的なご応募をお待ちしています。

B：੨年ٕज़者のࢥい（"4版2ຕ以内／書ࣜは೚意）
上記業績資料に記載した業績において、本人が特に貢献
した部分、または力量が活かされたと思われる部分の詳細
な説明をしてください。また、本人の建築、都市、環境な
どに対する考え方、取り組み姿勢や将来展望などについ
て、簡潔にまとめてください。文字だけでなく必要に応
じ、図表、写真等も用いてもかまいません。ただし応募者
本人の執筆に限る。このࢿ料は、Ԡ募者のߟえํを஌る্
で大変ॏ要とߟえていますので、े 分഑ྀをしてԼさい。

（建築に関するあらゆる分野
を対象とする）。

おいて

選出

本会総会において表彰し、

本会事務局で発行、またはホームページからダウンロード
して下さい。

ఏ出ํ法　郵送（当日消印有効）または持参

Ԡ募ఏ出ن定

एき創造者たち΁

Ұൠࣾ団法人 日本建築協会

ఏ出ࢿ料
すいせん用ࢴ

ུ歴

બࢿߟ料

ఏ出期ݶ
ఏ出先

੨年ٕज़者બߟ委員会

"：業੷ࢿ料（"3版5ຕ以内／書ࣜは೚意）
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今月の表紙

天然図画௾と居初氏庭園
（藤村紶軒＋北村紘安）

淏洿ބ・ބ西にある江戸時代初期につくら
れた茶室とその庭園。
茶室は八畳敷きの書院茶室で、そこに一畳
の点前座が追加された構成。客座と点前座
の間、緒の手元に小さな立上がりが椭えら
れており、それが空間を؇やかに分節する
のと同時に、点前座での様々な行ҝをも示
ࠦしている。
建築の中の小さな部位・要素であるが、空
間に大きな影響を及΅している。
茶室から庭園を見ると、その向こうに淏洿
が、さらに対岸の近江渊士までが、आ景ބ
として取り入れられている。
ひとつひとつの所作から、雄大なランドス
ケープに至るまで、あらゆるスケールでの
思考が読み取れる空間である。

（多田正治）

表紙デザイン・撮影　 多田正治
　　　　　　　　　 　（多田正治アトリエ）

特集： 場をつくる～プログラムの挑戦
～リノベーションのリアル

【総論】

利用者参加によるプログラムのデザイン ｜　山崎　亮 10

【各論】

１　武雄市とカルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社の
　　官民連携による新図書館構想の実現 ｜　井上祐次 14

２　UR-DIYの挑戦～DIYで住まいをもっと楽しく～ ｜　西山直人 16

３　市民立の木育空間「東京おもちゃ美術館」の挑戦
　　～持続可能なNPO文化事業を目指して～ ｜　多田千尋 18

４　「ビンテージビル創育」プロジェクト
　　～文化発信の礎をつくり、まちを耕す～ 　｜　吉原勝己　杉山紘一郎 20

５　寺西家　阿倍野長屋・町家から地域の場へ発展 ｜　寺西興一 22

【編集後記】 25

連
載

会告 第31回茶室見学会「廣誠院」
第14回読者と選ぶ「建築と社会」賞のための
アンケート回答募集 1
第62回青年技術者顕彰 2

作品作風 ダイキン オー・ド・シエル蓼科　セミナーハウス 4
川崎重工業株式会社明石工場総合事務所 6

gallery 北村写真研究所　　　  　　｜　木村日出夫　木村淳子 8

法令コーナー 消防法施行令等の改正 ｜　吉村　顕 26

設備の頁 安価で便利な測定器を使おう－第３回－スマホで測ろう
 ｜　橋本直樹 27

関西の建築界
群像 鳴海祥博 ｜　吉永規夫 28

再読
関西近代建築 大阪能楽会館 ｜　酒井一光 29

information

生誕150年記念竹内栖鳳展．特別展 チューリヒ美術館展－ 
印象派からシュルレアリスムまで－．スイスデザイン展
SWISS DESIGN．阪神・淡路大震災20年展阪神・淡路大震災
から20年．「天才陶工　仁阿弥道八」展． 33

月間の動き 平成26年12月 35





ダイキン　オー・ド・シエル
蓼科　セミナーハウス
建　築　主　ダイキン工業株式会社
設計・監理　竹中工務店
施　　　工　竹中工務店

空調機・化学品の大手メーカーであるダイキン工業が蓼科に保有する
社員厚生施設に隣接して計画した、研修所＋ゲストハウス。厳しくも
美しい蓼科の自然環境に寄り添った建築をめざした。
敷地は蓼科別荘地内の最深部にある標高1500mの原生林で、苔生した
岩で覆われ、渓流や湧水をたたえた斜面地にある。各棟・各客室が敷
地中央のサワラ原生林を取り囲むように分節配置し、エントランス機
能を持つ研修棟と、室から見える異なる風景ごとにテーマ設定を行っ
た10室のゲストルームとそれに付随するラウンジを持つ宿泊棟を計
画した。構造面では基礎をコンパクトに計画することで、既存自然を
最大限保護すると同時に、斜面地に建物を半分没入させる断面計画に
よって建物と自然との近接感を実現している。また冬季には外気温が
－20℃にもなるため、断熱サッシュと床下空調を全面的に採用するこ
とで快適な室内環境を構築している。

（倉田悦男・山本拓治・原田千賀子・吉田淳／竹中工務店）

研修棟

宿浦棟

ᶗ期敷地
（1991年竣工）

ᶘ期敷地
（今回計画）

原生林

10m20m50m

N

作 品 作 風

研修棟

研修室1

車路 車寄せ 風আ室 エントランス・ロビー

リネン庫 ロッカー ロッカー廊下 MWC WWC 倉庫

研修室2 研修室3 通紆ブース ホワイエ

侘り廊下

ήストルーム05

ήストルーム02

ήストルーム07

ήストルーム09

ήストラウンジ

屋上綝化

EV廊下

廊下

宿浦棟

10m 5m 2m 1m

所 在 地　長野県茅野市北山城の平
敷地面積　13,185㎡
建築面積　  2,070㎡
延床面積　  4,843㎡
構造規模　RC造・S造　地下 2 階　地上 2 階
工　　期　2013年 5 月～2014年 5 月
最 寄 駅　城の平入口（バス停）
撮　　影　竹中工務店





川崎重工業株式会社
明石工場総合事務所
建　築　主　川崎重工業株式会社
基 本 設 計　日本設計
設計・監理　（建築）大林組大阪本店一級建築士事務所
　　　　　　（電気）関電工・川崎設備共同企業体
　　　　　　（空調・衛生）川崎設備工業
施　　　工　大林組

工場内の再編にあたり、敷地の西端に計画された総合事務所である。
工場に面する東側に執務スペースを配置する構成とし、約20m×
80mの無柱空間を確保した。アプローチに面した西側にはコアを
配置し、開口部を絞ることで、外観上も他面とは異なる表情を持た
せている。
PC製の水平庇と横連窓を積層した工場側の外観は、低層の建屋が
多くを占める工場敷地の中ではシンボリックな表情を見せる。一方、
1階エントランスに併設した来客者用の製品展示スペースは、工場側に
向けてガラス張りとし、工場の従業員にも見える構成とすることで、
この総合事務所が、様々な製品創りを担う従業員の一体感を醸成する
装置となることを意図した。

（黒川宗範／大林組）

所 在 地　兵庫県明石市川崎町 1 番 1 号
敷地面積　510,286㎡
建築面積　    3,715㎡
延床面積　  32,253㎡
構造規模　S造、地上10階、塔屋 1 階
工　　期　2012年12月～2014年 1 月
最 寄 駅　JR山陽本線　西明石駅
撮　　影　エスエス大阪

作 品 作 風

西面アプローチ側外観

東面工場側外観と食堂棟

総合事務所と食堂棟の間に設けた中庭

製品展示スペース外観夜景

1階エントランスに併設の製品展示スペース
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企画編集：倉橋尉仁（作品作風小委員会）

木村　日出夫（きむら　ひでお）
1980　京都市に生まれる
2006　京都工芸繊維大学大学院 修了
2006　株式会社 東畑建築事務所 入社
2011　木村日出夫建築研究所設立
2014　STUDIO RAKKORA設立

木村　淳子（きむら　じゅんこ）
1981　大阪市に生まれる
2006　京都工芸繊維大学大学院 修了
2007　株式会社 坂倉建築研究所 入所
2014　STUDIO RAKKORA設立

北村写真研究所は、京都府南丹市園部町
の古い街道の交差点に立地する。 1 階を
街の写真館、 2 階をカメラマン夫婦の
住居とした店舗併用住宅である。
建物は、南北に長い敷地の中央部に配置
した長方形の平面に、切妻の屋根を架け
たシンプルな形状である。ガルバリウム
鋼板によって仕上げられた屋根と側面に
対し、建物を切断したように見える白い
妻面が、内部の雰囲気を伝える柔らかな
表情をつくり出し、内外の連続性を生み
出している。
エントランスホールは、写真館のロ
ビー、ギャラリーであり、また住宅の土
間のような空間でもあり、写真館を訪れ
る者と、そこに暮らす者が交わり、様々
な物語を生み出す接点となっている。
スタジオＡの天井高を出来るだけ確保
することで、 2 階の住居部分には高低差
が生まれ、大きな空間の中に変化のある
住空間となっており、中央に配置された
北山杉の磨き丸太の柱が、空間をゆるや
かに分節している。丸柱を敢えて動線と
干渉するように計画することで、僅かな
衝突をつくり出し、建築とそこに暮らす
人々との自然な繋がりを生み出した。
南側の大きな開口部は、檜の格子によって
住宅のスケールと調和しながら、周囲と
連続する外部のような空間をつくり出し
ている。街並みから屋根裏へとつながる
谷のような空間が、環境の中に暮らしを
位置付けながら、家族をおおらかに包み
込んでくれることを願っている。
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北村写真研究所
KITAMURA PHOTOGRAPHY

設 計

木 村  日 出 夫
木 村  淳 子

View from street

4.
5.

6.

1. 2.

3.

1.ENTRANCE HALL    2.STUDIO B
3.LAVATORY    4.LIVING ROOM    5.TERRACE    6.CAT WALK

Studio A Section ; 1/200

View from dining room View toward second loor from loft
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企画：インテリア・住宅系分科会
今井充彦／川合隆之／黒栁　亮／酒井雅男／塚口眞佐子／ペリー史子／間渕一博／森岡拓也

特集

場をつくる～プログラムの挑戦
～リノベーションのリアル

　近年、様々な分野において不思議な魅力を持つ建物が登場している。それらは、形やデザ

インに特徴があるのではなく、プログラムそのものが斬新でありプログラムと建築が一体と

なって新たな〈場〉を創出している。プログラムが意図している目的が明確であると、建築

はその目的の具現化の為に様々な冒険に挑む。その冒険が更にプログラムを醸成させる…。

　特にリノベーションの分野ではこの傾向が顕著であり、次々に魅力的な建物が登場し、

人々を惹きつけている。今回数あるプロジェクトのほんの一端を紹介しながら、プログラム

の持つ〈魅力〉に迫りたい。

編集委員　黒栁　亮

写真：バウハウス　ヴァイマル校舎　設計：アンリ・ヴァン・デ・ヴェルデ　1911年　撮影：塚口眞佐子

「利用者参加によるプログラムのデザイン」／山崎　亮

各論

武雄市とカルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社の官民連携による新図書館構想の実現／井上祐次

UR-DIYの挑戦～DIYで住まいをもっと楽しく～／西山直人

市民立の木育空間　「東京おもちゃ美術館」の挑戦～持続可能なNPO文化事業を目指して～／多田千尋

「ビンテージビル創育」プロジェクト～文化発信の礎をつくり、まちを耕す～／吉原勝己・杉山紘一郎

寺西家　阿倍野長屋・町家から地域の場へ発展／寺西興一

編集後記
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 「どうつくるか」の歴史
　この100年間、建築家たちは建築を「どうつ

くるか」について試行錯誤を繰り返してきた。

それはそれはまじめに考えてきた。まずはこ

れまでの試行錯誤を簡単に振り返ってみたい。

かつては駅舎なら駅舎の形態が決まっていた

し、図書館なら図書館の形態が決まっていた。

すでにその様式が決まっており、その決まり

を知っている人が建築家だった。だから、建

築家になるためには様式を学ぶ必要があった。

　しかし時代が変わり、様式に従って建築を

設計するだけでは使いにくい建築が生まれて

しまうことになってきた。それではイカンと

いうことで、建築の機能に合わせて形態を決

めるべきだという話になった。駅舎に求めら

れる機能を整理し、それを最も合理的に配置

するのが美しい建築のつくり方だという話に

なった。

　ところが時代が変わると機能も変わる。か

つての機能にぴったり合わせた建築をつくる

と、時代とともに使い方が変化し、逆に使い

にくくて仕方のない建築になってしまう時が

来る。そこで、どんな使い方であっても使い

こなせるように特徴のない建築をつくるべき

だという話になった。どの時代、どの地域で

あっても自由に使いこなせるように均一な空

間をつくろうという話になる。また、余計な

装飾は必要ないだろうということになる。

　すると、世界中にほとんど装飾のない、似

たような建築が建つようになった。これでは

つまらない。人々に記憶されない建築ばかり

になってしまうと危惧する人たちが現れた。

どこへ行っても同じ建築ばかりではなく、そ

れぞれが独自の特徴を持つ建築の形態が必要

だろうという話になった。その土地らしさを

見つけ出してきて建築の形態に反映させたり、

あえて用途と形態をずらしたり、崩れそうに

見える特徴的な建築をつくるようになった。

　ところが、そうなると各地に特徴的な建築

ばかりが建つようになってきた。自己主張が

強い建物が増えた。町並みを無視した奇抜な

建築物が多くなった。そして建築家たちは考

えた。このまま自己主張が強い建築ばかりに

なったら、結局どの建築のことも覚えてもら

えなくなるのではないか、と。

プログラムから建築を設計する
　そもそも「駅舎をつくって欲しい」と言わ

れた段階で、その形態をいくらこねくり回し

たところでそれは駅舎でしかない。「図書館を

つくって欲しい」と言われれば、それをどん

なに奇抜な形態にしたところで図書館でしか

ない。建築の用途自体が新しいものにならな

ければ、建築の形態は斬新なものになる必然

性がない。だからこそ、建築の用途を刷新し

なければならない。こうして建築家は形態だ

けでなく用途について検討するようになり、

駅舎や図書館という建築の用途を「プログラ

ム」と称して新しいものへと刷新し始めた。

　プログラムとは、いくつかの活動が連続し

て生まれるひとまとまりの体験だといえよう。

例えば、本を読むことができて、映画を観る

ことができて、講演会を聴くことができて、

企画展を楽しむことができるような建築のプ

ログラムを考えてみる。そんなプログラムを

可能にする建築のタイプを「メディアテーク」

と名づけてみる。そうすると、これまでの固

定的な建築の用途から想像されるような形態

とは違ったものが生まれてくる可能性が見え

てくる。

　こうした試みはオランダの建築家を中心に

いろいろ模索された。その場所で体験される

活動と、それが連続したプログラムを可視化

するためにダイアグラムがたくさん描かれた。

新しいプログラムを生み出せば、建築の形態

も自ずと新しくなる。こうしてさまざまな形

態の建築が生み出されるようになる。ところ

が、徐々にこの方法も怪しくなってくる。建

築家自身がプログラムを考えるということは、

ひょっとしたら先につくりたい奇抜な形態が

あって、それを成立させるようなプログラム

を捏造するという「自作自演」型の設計が成

り立ってしまうのではないか、という怪しさ

である。

利用者参加によるプログラムデザイン
　では、どうやってプログラムを生み出せば

いいのか。そのひとつの回答として利用者参

加型のプログラムデザインを挙げることがで

きる。私がコミュニティデザインという手法

で建築や空間のプログラムを検討し始めたの

は、前提として上記のような「設計をめぐる

総　論

利用者参加による
プログラムのデザイン

山崎　亮

studio-L代表
東北芸術工科大学教授（コミュニティデザイン学科長）
京都造形芸術大学教授（空間演出デザイン学科長）

慶応義塾大学特別招聘教授

山崎　亮
1973年愛知県生まれ。大阪府立大学大学院
および東京大学大学院修了。博士（工学）。
建築・ランドスケープ設計事務所を経て、
2005年にstudio-Lを設立。地域の課題を地
域に住む人たちが解決するためのコミュニ
ティデザインに携わる。まちづくりのワーク
ショップ、住民参加型の総合計画づくり、市
民参加型のパークマネジメントなどに関す
るプロジェクトが多い。「海士町総合振興計
画」「マルヤガーデンズ」「studio-L伊賀事務
所」でグッドデザイン賞、「親子健康手帳」
でキッズデザイン賞などを受賞。
著書に『コミュニティデザイン（学芸出版
社：不動産協会賞受賞）』『コミュニティデザ
インの時代（中公新書）』『ソーシャルデザイ
ン・アトラス（鹿島出版会）』『まちの幸福論
（NHK出版）』などがある。
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紆余曲折の歴史」があったからだ。将来その

建築物を利用するであろう住民（利用者）に

集まってもらい、その人達と活動について話

し合いながらプログラムを構築していく。生

まれたプログラムを建築家に伝え、それを実

現させるような建築を設計してもらう。この

プロセスであれば、建築家の「自作自演」は

生じないはずだ。

　だから、話し合いに参加してくれる利用者

に建築の形態についての意見を聴くことはほ

とんどない。和風がいいとか洋風が好きとか、

そういう話を利用者から聞き出したいとは思

わない。利用者には活動に基づくプログラム

をデザインする部分に参加してもらうのであ

り、そのプログラムにもとづいて形態を検討

するのは建築家の仕事である。これまで散々

「どうつくるか」を検討してきた歴史を知る建

築家こそが、利用者参加によって構築したプ

ログラムに適切な形態を与える力を持つと信

じている。

公共施設の参加型デザイン
　こうした方法は、住宅の設計で当たり前に

行われていることである。住宅の場合、施主

と利用者が一致しているため、施主の「どう

暮らしたいか」という話を聞いていれば利用

者の意見を聞いていることになるわけだ。と

ころが公共施設になるとそれが違ってくる。

施主は必ずしも利用者ではない場合が多いか

らだ。図書館の設計を依頼した市役所の担当

者が、図書館を毎日利用する人になるとは限

らない。不特定多数の人が図書館を利用する

ことになる。こうした不特定多数の「未来の

利用者」を集めて意見を聞きながら設計を進

めようとすると、急にどうやって意見をまと

めればいいのかがわからなくなる。だから、

建築家は住宅設計のときにできていたことを

公共施設の設計になるとやらなくなる。

　そういうときこそコミュニティデザイナー

がワークショップを開催し、利用者の意見を

集約し、施主と話し合いながらプログラムを

構築し、それを建築家に渡す必要がある。こ

れまでの公共施設の設計では、意匠設計のほ

かに構造設計や設備設計や外構設計の専門家

が協働していたが、今後はそこにコミュニ

ティデザイナーも加わり、利用者の意見を集

約する役割を果たすのが理想的なチーム編成

になるのではないかと考えている。

参加する人としない人
　ただし、ワークショップに集まった利用者

の意見をまとめてプログラム化し、それを単

純に空間へ反映させればいいというわけでは

ない。ワークショップに参加していない人

の「声なき意見」も設計に反映させて欲しい。

ワークショップ参加者の意見は必要条件であ

り、十分条件ではない。ワークショップに参

加したくても参加できなかった人もいるだろ

うし、数年後にそのまちに引越してくる人も

いるはずだ。これから生まれてくる人だって

公共施設を使うことになる。だからこそ、た

またまワークショップの現場に来ることがで

きた人たちだけの意見でプログラムを決めて

しまい、それだけに基づいて設計を進めてし

まうのは危険だ。

　しかし、ワークショップに参加してくれて

いる人たちの意見は相対的に重みを増すこと

も事実だ。彼らは積極的に施設のことを考え

ている人たちであり、将来、かなりの頻度で

施設を使うことになる人だからだ。施設が出

来上がれば、彼ら自身が「自分たちが考えた

施設だ」という愛着を持って施設を使うこと

になるだろう。友人や親戚を連れてきて案内

してくれるだろう。その場所でイベントな

どを主催することだろう。こうしたワーク

ショップ参加者の意見と、ワークショップに

参加していない人が望む意見を想定してプロ

グラムに反映させ、形態を決定させていくこ

とが重要である。

　これまでに私が関わった３つのプロジェク

トを紹介したい。

駅舎および複合施設
　宮崎県延岡市は人口約13万人のまちである。

2010年、東京の建築家である新堀学氏と新建

築社の橋本純氏から、延岡市のまちなか再生

プロジェクトについての相談を受けた。JR延

岡駅が新しくなるので、これを期にまちなか

を元気にしたいと考えているという。この事

業をどうやって進めるべきだろうか、という

のが相談内容だった。コミュニティデザイン

の立場からは、単に駅前に商業施設を並べる

だけでまちなかを再生させようとするのは難

しいだろう、という話をさせていただいた。

将来的に商業施設ができるとしても、まずは

駅前で市民が活動する機運をつくりだすこと

が先決ではないか。市民の活動があり、それ

らが累積して駅周辺のプログラムが生まれ、

そこに商業が出てくることになる。そんなこ

とを提案した。

　しばらくして延岡市役所から住民とともに

ワークショップをやりたいので手伝って欲し

いと依頼される。現場へ行ってみると、公民

館的な空間はどこも市民活動団体の予約で

いっぱいになっている。延岡市は市民活動が

盛んな土地だということがよくわかった。こ

れだけの力があれば、駅周辺にさまざまな活

動が集積し、プログラムを形成することにな

るだろうと感じた。そこで、地元のNPOや建

築士会と協力してワークショップを繰り返し、

市民が駅周辺でやりたいと思っている活動を

まとめ、それを建築のプログラムへと反映さ

せるよう整理した。

　その後、駅舎と複合施設の建設が始まるこ

とになり、延岡市はデザイン監修者を選ぶプ

ロポーザルを実施した。審査委員長は内藤廣

氏であり、市民委員や交通事業者が審査員と

なるなか、私も審査員として末席に加わった。

その結果、乾久美子氏がデザイン監修者に就

任。私からは市民活動と交通利用者と商業空

間が混ざり合うような建築のプログラムを提

案した。乾氏はそれまでのワークショップで

出た意見を細かく分析し、プログラムを見事

に空間化してくれた。私からお願いしたこと

は「市民から出た意見を満たす空間を提案し

て欲しいけど、それだけの空間にならないよ

うにもして欲しい」という点であった。前述

のとおり、たまたまワークショップに参加し

ていた人たちから出た意見だけでプログラム

を確定しすぎることを恐れていたからだ。

デザイン監修者・乾久美子氏による基本計画案の提案



特
集

場
を
つ
く
る
～
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
挑
戦
～
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ア
ル

12 建 築 と 社 会 　 2015.02

　ワークショップの参加者たちはまちなかで

社会実験を繰り返し、自分たちの活動を「ノ

ベオカノマド」と呼んでいる。まちなかの各

所をノマドのように移動して活動を繰り返す

ことによって、「延岡の窓」のような存在にな

りたいという想いが込められているそうだ。

ノベオカノマドの活動の様子

　住民たちがある程度組織化され、活動の方

向性が定まってきた段階で、延岡市は複合施

設に入る商業機能を公募した。その結果、武

雄市図書館の運営などで有名なCCCが複合施

設の商業機能を担うことが決まった。今後は

市民活動と商業利用者と交通利用者とが混在

しながらまちなかに楽しい場所をつくるため

に、乾事務所、CCC、studio-Lの三者が延岡市

と協議しながらまちなかのプログラムを精緻

化する予定である。

市民活動／交流センター
　新潟県十日町市は人口 6万人弱のまちであ

る。2012年に新潟県三条市で講演させてもら

う機会があった。このとき、十日町市の建築

家が講演を聞きに来てくれた。講演では、「今

後は日本全体の人口が減る。いずれは世帯数

も減る。それなのに新しい建築は必要なのか。

これからの建築家は、建築をつくるだけでな

く、つくらない仕事にもその発想力を活かす

べきだ」というような話をした。講演会後、

十日町市の建築家から「ぜひ十日町市でも講

演して欲しい」と頼まれた。

　その後、約束通り十日町市で講演すること

になった。講演会のタイトルは「すごく考え

るプロジェクト講演会」。会場は満席。よくこ

のタイトルで満席にしたものである。三条市

で会った建築家を中心に 5人の建築関係者が

新しいユニットを組んだというので名刺交換

してみると、ユニット名が「studio-H5（スタ

ヂオエチゴ）」になっている。弊社studio-Lの

まるパクリである。気持ちがいいほどのパク

リ方である。H5の 5人は今後、つくらない仕

事も含めて地域で活躍していきたいという。

　十日町市の講演には市役所や議会の関係者

も来てくれたようで、十日町市が進めるまち

なか再生にはコミュニティデザインが必要

だと感じてくれたらしい。後日連絡があっ

て仕事を依頼された。さっそくstudio-H5の

メンバーと作戦会議を行い、まずはH5のメ

ンバーを核としたデザインチームを発足さ

せ、十日町市のまちなかの未来をデザインす

るワークショップを開催しようということに

なった。 5人の仲間や市役所の担当者の知り

合いなどをたどって17人のメンバーを集め、

「En+Design」というチームをつくった。この

メンバーとデザインやファシリテーションに

ついて学び、その後で一般の市民を公募した

ワークショップを実施することにした。

　ワークショップには80名の市民が参加し、

En+Designのメンバーを中心に何度も対話を

繰り返した。このなかで、まちなかでどんな

活動をするのか、どんなしくみが必要か、ど

んなビジョンが描けるのか、どんな場所が必

要か、などについて話し合った。これらの内

容をEn+Designが冊子にまとめ、「十日町市ま

ちなかコンセプトブック」が完成した。

　続いて、市民活動の拠点をつくろうという

話になり、まちなかに「市民交流センター」

と「市民活動センター」を 2拠点同時に整

備することが決まった。ただし、両方共空き

店舗などを利用したリノベーションによって

整備するという。設計者はプロポーザルで選

定しようということになり、プロポーザルに

参加する建築家はワークショップでつくった

「十日町市まちなかコンセプトブック」を読み

込んでおくことが条件とされた。

　プロポーザルの審査委員長は建築家の馬場

正尊氏に依頼した。審査員にはH5メンバーや

En+Designメンバーも加わり、私もコミュニ

ティデザイナーとして審査に参加した。この

プロポーザルは、 2つのセンターのプログラ

ム自体をこれからワークショップで決めてい

くというものだったため、プロポーザルに参

加する建築家は提案しにくかっただろうと思

う。審査の結果、青木淳氏が 2つの施設の設

計者に選ばれた。決定後、青木氏と打ち合わ

せするなかで、「十日町にはすでにstudio-H5

やEn+Designがいるのだから、青木事務所

がすべてデザインし尽くしてしまうのでは

なく、彼らとともにプログラムや設計を考

え、施工や現場監理も共に進めたい」という

提案があった。ありがたい提案である。青木

事務所と協働したH5やEn+Designメンバーが

デザインの能力を高め、これから発生するで

あろうまちなかでのリノベーションプロジェ

クトの設計者になることが期待される。現在

は、青木事務所が十日町のまちなかに「ブン

シツ」をつくり、毎日のように訪れる市民や

En+Designメンバーとともにプログラムや建

築の設計内容を検討している。

青木淳氏による設計提案の模様

　ワークショップを繰り返すうちに、参加者

たちに新たなつながりが生まれてくるのもこ

の仕事の魅力のひとつだ。先日、En+Design

メンバーがワークショップメンバーとともに

起業し、まちなかに「ALE」というレストラ

ンを開業したのである。まちなかを元気にす

る方法について話し合っていた人たちが、ま

ちなかで協働することになったのは嬉しい展

開である。

十日町市のstudio-H5メンバー
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医療福祉施設と商業交流施設
　北海道沼田町は人口3000人強のまちである。

2012年に旭川市で講演した際、近隣の沼田町

から声をかけていただき立ち寄ったのがきっ

かけだ。町役場におじゃまして沼田町の現状

について話を聴くうちに、赤字が続く厚生病

院の入院機能を無くす計画を知ることになる。

病院はすでに老朽化しているため、無床化す

る頃にはまちの中心部にある中学校跡地に新

しい診療所をつくるという。また、診療所に

加えてデイサービスセンターやグループホー

ムなどの福祉施設も併設させようとしている

ことがわかった。さらに、高齢者支援住宅や

交流施設も併設し、ちょっとした買い物がで

きる商業拠点も整備してはどうかという話に

なっていた。

　この計画の狙いのひとつは冬の雪対策であ

る。沼田町は雪が多い地域なので、こうした

施設をなるべく集約して建設し、施設内を

冬でも歩いて生活できるようにしたいとい

う。もうひとつの狙いは、まちの中心部に住

んでいる高齢者が今回の施設に移り住むこと

によって、空き家になった住宅をリノベー

ションし、そこにまちの周縁部に住む若い人

が移住することを促進させるというもの。こ

うした計画を推進するためには、住民の理解

と主体的な関わりが欠かせないということで、

我々がワークショップや計画づくりを手伝う

ことになった。

　そこで町内でヒアリングを重ね、多くの人

と知り合いになり、ワークショップを開催す

ることにした。とはいえ、いきなり話し合い

をするのではなく、まずは今後の医療や福祉

がどうなっていくのかを学んでもらうための

勉強会「これから塾」を 4回開催した。意見

を出し合う前に、これからの社会についての

共通認識を持ってもらおうとしたのである。

4回の勉強会を重ねるうちに、自主的に勉強

してくる人や宿題をしっかりやってくる人た

ちが増え、医療や福祉の未来を共有すること

ができた。

　その後、「つながる塾」と称してワーク

ショップを開催し、「これから塾」で学んでき

たことと沼田町での生活における実感とを合

わせて参加者同士が話し合い、中学校跡地を

どのように活用すべきかを検討した。

　住民たちは、まず自分たちがどんな活動を

したいのかを話し合い、やりたい活動をつ

なげてプログラム化し、プログラムごとに

チームをつくって具体的な活動内容を検討し

た。また、プログラムから想定される建築の

イメージについても話し合った。その際、工

事費や建築のボリュームやイメージを共有す

るためのツールをつくり、図面上で簡単なボ

リューム模型を動かしながら複数の建築観の

連携や配置について検討した。このとき、全

体の工事費もセットで示しておいたことから、

卓上の計算機を使って建設費を予算内に収め

るために計算しながら建築物の配置を提案し

ていたのは興味深かった。

予算を計算しながら施設の配置を提案

　こうしてうまれた複数の案の特徴を整理し

ながら、最終的には 3案に絞り込んで沼田町

役場の意見とすり合わせた。その上で、行政

側の希望も踏まえた図面を検討し、最終的な

案を住民に返して検討するというのが今後の

流れである。また、来年度からは診療所など

の設計者を決めるプロポーザルを実施しなけ

ればならないため、現在は寒冷地での設計に長

けた設計者の候補を集めているところである。

参加者同士のつながり
　以上のように、我々が建築の設計に関わる

ワークショップを実施する場合、将来の利用

者となるワークショップ参加者に自分が関わ

りたい活動をたくさんあげてもらい、それら

を組み合わせてプログラムを生み出し、それ

を建築家に渡して設計を進めてもらうという

手順で進めることが多い。このプロセスであ

れば、建築家がプログラムと形態を両方つく

りあげるという自作自演を避ける事ができる。

　ただし、ワークショップは優れた建築形態

を生み出すためだけに行っているわけではな

い。ワークショップ参加者とともに何度も対

話を繰り返すと、できあがった建築物を使い

こなしてくれる主体になったり、マネジメン

トの主体になったり、ワークショップで知り

合った人たちが起業することになる。こうし

た展開のすべてがまちを元気にする原動力と

なり得るのである。「建築をつくる」という

きっかけをうまく利用して、平時には生まれ

ないような人間関係や事業の誕生を後押しし

たいものである。逆に言えば、「建築をつくる」

ということは、それだけの力を持っていると

いうことでもある。

　このように利用者参加型でプログラムを構

築していると時間がかかると言われる場合が

ある。確かにそのとおりだろう。専門家だけ

で決めて設計を進めたほうが早いはずだ。バ

ウハウス以降、建築家たちはそう信じてきた。

しかし、参加型で設計を進めると参加者同士

の化学反応が起きたり、建築に対する愛着が

高まったりする。アフリカの古いことわざに

以下のようなものがあるらしい。

　「早く行きたいなら一人で行きなさい。遠

くまで行きたいならみんなで行きなさい」。

　まさに我が意を得たりである。建築をすば

やくつくりたいなら少人数の専門家で設計し

てしまえばいい。しかし、人々に記憶され、

長く愛される建築をつくるためには、みんな

で話し合うための時間が必要になるはずだ。

　新しい建築の形態を生み出すためには、利

用者とともに新しいプログラムを生み出すこ

とが重要である。そして、利用者とともに新

しいプログラムを生み出そうとする努力のな

かから、利用者自身の主体性や利用者同士の

つながりを生み出すこともまた重要である。

（やまざき　りょう）

チームで話し合ったアイデアを発表
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はじめに
　武雄市図書館・歴史資料館は、2013年（平

成25年） 4月に従来の直営からカルチュア・

コンビニエンス・クラブ株式会社（以下、

CCC）を指定管理者とした運営に移行した。

その結果、平成25年度の来館者数は累計で

923,036人、図書貸出数は累計で545,324冊と

なった。平成24年度は改装工事に伴う閉館も

あったため、 1年間の比較としては平成23年

度との比較となるが、平成23年度比で来館者

は361％、図書貸出数は160％の伸びである。

　人口50,421人（2014年 4月 2日現在）の武

雄市にあって、 1年間でこれだけの来館者が

あったことは驚異的であるし、経済効果も20

億円超と試算をしている。何より若者の本離

れが進み、公共図書館がどこも来館者頭打ち

の状況下で、これだけの数字を残せたことは

公共図書館の在り方に一石を投じることもで

きたと考えている。どのような経緯を経てこ

のような図書館に生まれ変わったのか、この

場を借りて以前の図書館の概要、指定管理に

至るまでの経緯から振り返ることとしたい。

以前の図書館の概要
　武雄市図書館・歴史資料館は2000年の10月

に新築されている。それまでは医院の跡地を

間借りしていたため、新築・独立館としての

開館は市民の悲願でもあった。御船山を借景

として独特の存在感を示す建物であり、2000

年の開館当初も佐賀県の建築の賞を取ったユ

ニークな建物であった。

　2000年10月の開館以来、来館者のピーク

は平成14年度で294,685人である。平成18年

度に樋渡前市長が全国最年少市長（当時）で

就任したが、前市長は読書家でもあった。図

書館を頻繁に利用していた利用者の視点から、

「図書館は休館日が多すぎる。もっと開館日を

増やせないか。」という激励をいただき、教育

委員会としても平成19年度から改善を重ねて

きた。具体的な取り組みとしては表 1 をご参

照いただきたい。平成18年度は休館日が95日

あり、利用者にとって利用しやすい施設とは

言い難かったが、平成24年度は34日まで休館

日を減らし運営する体制を整えることができ

た。この段階で佐賀県内では最も休館日の少

ない図書館のひとつとなっていた。しかしな

がら、図書館はユニバーサルサービスであっ

て、もっと多くの方に利用していただきたい。

更に、できることならば365日年中無休で開館

したい、行政でできないのであれば民間の力

をお借りしてでも、ということで更なる改善

検討を進めていた。

 

 
年 度 

 

開館日 
（休館日） 

 
改 榢 内 紵 

 d１̔ 年度 270日 
（95日） 

  

１̕ 年度 289日 
（77日） 

・金曜日の開館時間を1時間延長（年間約50時間槮） 
・祝日開館の実施（年間14日開館日槮） 
・特別楃理期間を10日間から５日間に୹ ॖ
 （アルバイトを５人º４日間ޏ用） 

２̌ 年度 291日 
（74日） 

・特別楃理期間を５日間から３日間に୹ॖ 

２１年度 291日 
（74日） 

  

２２年度 292日 
（73日） 

・12月28日を開館とする（１日開館日槮） 

２３年度 295日 
（71日） 

・歴史資料のᗉৠ期間を年຤の休館日に行った（3日間） 

２４年度 331日※ 
（34日） 

・休館日を第１月曜と第３木曜日のみとした（ᗉৠ方法変ߋ） 
※݁果的には工事に涏う閉館が発生した。 

開館日推移 
（休館日をݮらす取り組み） 

表 1　開館日推移

代官山蔦屋書店の衝撃
　一方で、2011年冬、東京・代官山に次世代

型のTSUTAYAの店舗としてオープンしてい

た代官山蔦屋書店はメディアにも多く取り上

げられ、多くの来館者で賑わっていた。運営

者CCCの増田宗昭社長が出演されたテレビ放

送をたまたま見た樋渡前市長は衝撃を受けた。

「代官山蔦屋書店こそが武雄市図書館が目指す

べき市民のための図書館である。」と。「スピー

ドは最大の付加価値である」と標榜する樋渡

前市長は、すぐに友人の伝手を辿りCCCの副

社長にアポイントを入れた。面談当日、代官

山蔦屋書店前の路上にたまたま佇んでいた増

田社長を発見するやいなや初対面であったに

も関わらず、「武雄市の図書館をお願いしま

す。」と依頼をした。当時は、増田社長も図書

館運営のノウハウこそお持ちではなかったが、

運営自体への興味を持たれていたこともあり、

快諾を受け今回の構想はスタートした。

指定管理に至る経緯
　2012年 5月 4日に東京・代官山蔦屋書店で

武雄市とCCCとの基本合意が締結された。私

は当時、武雄市職員として唯一その場に同席

をしていた。たくさんのメディアが集まって

おり、「これは大変なことになった。」と感じ

たのを昨日のことのように思い出す。そこか

らは怒涛の日々の幕開けとなった。なぜなら、

基本合意のなかで、指定管理者による運営開

始は2013年 4月 1日ということが正式発表さ

れたからである。指定管理に至る経過につい

ては表 2 をご参照いただきたい。

各　論

1

武雄市とカルチュア・
コンビニエンス・
クラブ株式会社の
官民連携による

新図書館構想の実現

井上祐次

武雄市教育部　理事

井上祐次
昭和31年 9 月10日生
佐賀西高校、西南学院大学を経て昭和54年
4 月武雄市役所入庁。生涯学習課、企画課、
秘書広報課を経て、平成20年 4 月観光課長、
平成22年 4 月食育課長、平成23年 4 月文
化・学習課長、平成26年 4 月より現職

武雄市図書館公式写真 1
写真提供：Nacasa & Partners
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経 過 
■CCCと基本合意の締݁（5月4日） 
■6月定例市ٞ会  
   図書館歴史資料館設置条例の一部改正（指定管理者椼度の導入） 
■指定管理ީ補者選定委員会（7月5日） 
■個人情ใ保護৹ٞ会（7月6日） 
■7月綤時市ٞ会（7月18日） 
   ŜſŧœŗŋŠƃűƄŬŚƃţŋŞŽŲƄを指定管理者に指定  
■協定書の締݁（8月31日） 
■9月定例ٞ会 
   改修、空間創出、システムߋ新、ICタグ來付等の予算計上 
■改修工事・システムߋ新等（11月～3月） 
   図書館歴史資料館5か月間休館、綤時図書館11／15～2／28開設 
■図書の移動作業（涕出・涕入・タグ來）（11月～3月） 
   工事及び図書への̞̘タグ來付作業等により北方西体育館へ涕出 
■内覧会・見学会（3月29日・30日・31日） 
■平成25年4月1日 指定管理者によるӡ営開  ࢝

表 2　指定管理に至る経過

　基本合意の段階で残された期間は 1年を

きっていた。課題も山積であり不安も募った

が、逆に開き直って、CCCとともに「新しい

図書館」を作ろうとの旗印のもと、両者が一

致団結して構想を実現できたと考えている。

　また、指定管理料については年間 1億 1

千万円の 5年契約とした。従来の直営図書館

の運営経費は年間で人件費を含めて 1億 2

千万円かかっていた。しかし、今回は、開館

日数は1.1倍、開館時間は1.5倍と大幅にサー

ビスを拡充させている。これを仮に行政の直

営で行っていたとして試算するならば、年間

で 2億 1千万円程度と推定され、行財政改革

の面でも効果があったといえる。

　ここで、今回のビジネスモデルについてご

説明したい。具体的には図 1 のように 2つの

モデルでできている。

市町村
行政

 
 

図書館 ௱屋書店 

武雄市図書館のビジネスモデル 

指定管理 目的外使用 

図書館 
改槦コスト 

使用区域
に 

家௞を渶う 

図 1　武雄市図書館のビジネスモデル

　ひとつは指定管理者制度であり、もうひと

つは行政財産の目的外使用である。図書館の

運営と建物全体の管理について指定管理者制

度でCCCと 5年契約をしている。一方で、行

政財産の目的外使用によって、行政がCCCに

営利事業を行うエリアを貸し出して使用料を

徴収している。これによって、利用者の多様

な要望に応えることのできるサービスを展開

することができるなど、利用者、行政、CCC

にそれぞれ利点が生じている。

9 つの市民価値
　新しい図書館のコンセプトは「市民の生活

をより豊かにする図書館」である。具体的に、

基本合意のなかで掲げた「 9つの市民価値」

（図 2 ）を使って新しい図書館を説明したい。

①�従前の図書館は18万 8千冊の蔵書がありそ

のうち開架図書として利用者に開放してい

たのは半分程度の 9万冊であった。新しい

図書館では蔵書を20万冊に増やし、基本的

にはそのすべてを開架図書とすることで、

より多くの知に触れていただける環境が

整っている。

②�従来から利用者の要望として「雑誌を増や

してほしい」との声は多かったが、図書購

入費の上限もあり、約100種類からなかなか

増やせなかった。しかし、今回は販売用と

して約600種類の雑誌を揃えており、販売用

の本や雑誌のいずれも購入前に全ての座席

へ持って行っていき自由に読むことができ

る。「読み終えたら元の場所に戻してくださ

い。気に入れば買ってください。」とのご案

内をしている。

③�②と同様に、要望が高かった項目であり、

対応策として有料レンタル形式ではあるが、

CD・DVDを 8万タイトルご用意している。

④�4 月 1日時点ではスペースの都合上導入を

見合わせた高級オリジナル文具の企画・販

売などは、現在、こだわりのステーショナ

リーを取り扱うに至っている。

⑤�20万冊もの蔵書に対し、検索性を担保する

必要から、館内に30台のiPadを整備した。

13台が固定式で17台が貸出用である。従来

は情報検索スペースのパソコンによる情報

検索しかできなかったところ、館内のwi-fi

環境の整備により、貸出用のiPadで、お好

きな場所での情報検索が可能になった。

⑥�人口 5万人の都市ではまずありえないが、

CCCの運営により、スターバックスコー

ヒーの出店を実現した。図書館内はこの

コーヒーはもちろん、ペットボトルや水筒

など蓋付のものであれば持ち込みOKとし、

ご自宅で寛ぐ感覚で本に親しんでいただけ

る環境である。

⑦�空間デザインなどは代官山と同じ原研也先

生に手掛けていただき、館内には自動貸出

機も 6台設置した。分類方法は従来の図書

十進分類法から利用者の視点に立ったオリ

ジナル分類を導入し、コンシェルジュの配

置を行った。

⑧�こちらも全国の公共図書館で初の試み、図

書の貸出時におけるポイント付与制を導入。

この仕組みは、無人の自動貸出機を使って

図書貸出をセルフで実施していただいた場

合に 1日 1回 3ポイントを付与するもので

ある。従来、図書の貸出業務は司書が行っ

ていたところ、無人の自動貸出機により、

司書は本来業務のレファレンスに専念でき

る。そうした省力化への謝意が、 1日 1回

3ポイントである。

⑨�これこそが従来の図書館から目指していた

ところであり、年末年始には 1日平均3,000

人を超える方にご来館いただいた。

さいごに

武雄市図書館公式写真 2
写真提供：Nacasa & Partners

　以上のような取り組みを経て、武雄市図書

館・歴史資料館のリニューアル・オープンを

迎え、冒頭の実績を残すことができた。そし

て、開館 1年後に実施したアンケート結果

では「現在の図書館についてどうお感じです

か？」という問いについて、87％の方に満足

という回答を得ている。このことは昨年同時

期の83％を上回ったことから着実に成長でき

たと自負している。一方で、修正すべき点も多

い。私たちはこれからも利用者の声に耳を傾

け、利用者目線に立ち改善を図っていきたい。

　これをご覧になった方はぜひ武雄市図書

館・歴史資料館に足を運んでいただきたい。

きっとこれまでにない新しい図書館を体験し

ていただけるものと信じている。

（いのうえ　ゆうじ）図 2　 9 つの市民価値

① 20ສ࡭の知に出会える場所（開架10ສ࡭から20ສ࡭へ） 
② 雑誌涡売の導入（ライフスタイルの提案） 
③ 映画・音楽のॆ実 
④ 文具涡売の導入 
⑤ 電子୺຤を活用したࡧݕサービス（i-Pad ） 
⑥ カフェ・ダイニングの導入（スターバックスの出店） 
⑦ 「代官山 ௱屋書店」のノウハウを活用した品ଗえや 
   サービスの導入（自動ି出機、分維方法、空間など） 
⑧ ̩カード、̩ϙイントの導入（同意、選୒椼） 
⑨ 365日、ே̕時～夜̕時までの開館時間 

武雄市図書館にて実現する 
̕つの市民価値 
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団地を好きになれるか？
ある主婦DIYブロガーとの出会い
　古い。狭い。知らない。

　『団地』に対する印象を若い世代に聞いた

時の代表的な答えである。

　こんなイメージの団地を何とか変えたい。

格好良くしたい。何かよい方法はないものか？

アイデアをインターネット等で集めていた。

　そんな中、たまたま見つけたブログに、DIY

で団地を変身させていた主婦がいた。UR賃貸

ではなかったが、公営団地の自宅の一室が見事

にお洒落なカフェのような空間になっていた。

　『古くたって、DIYで家が好きになれる。日

常にDIYを取り入れたことで、目をそむけてい

た場所が、いつのまにか愛おしくてたまらな

い場所になりました。』

　Kume�Mariさんのこのメッセージに衝撃を

受けた。と同時にUR-DIY賃貸の可能性が一気

に広がったように感じた。

写真 1　ブログ発見時のKumeさん宅キッチン
（現在もDIY進行中）

DIYで空間が変わる
主婦プロデュースのモデルルーム
　Kumeさんへ依頼したのは今から 3年前。

UR賃貸の一室を丸ごとDIYでコーディネート

してほしいというものだった。

　「まさか、私に!?」というのがKumeさんの

第一印象。不安を感じつつも、DIYの楽しさを

もっと多くの人に伝えたいという願望を持っ

ていた彼女は快諾してくれた。

　箕面粟生団地（大阪府箕面市）でモデル

ルーム製作が始まった。製作期間18日。材

料費約25万円。材料はホームセンターやイ

ンターネットで誰でも簡単に手に入るものば

かり。主婦の経済感覚を生かし安くて見栄え

のする材料を選んだ。基本作業は切ったり、

貼ったり、塗ったりといったもの。建築の専

門的知識はなくてもここまで出来る。DIYの楽

しさは、自分好みに自分で創ること。時には

失敗もあるが、逆に新たな発想が生まれ、想

像していた以上の結果を導きだすことがある

のもDIYの醍醐味。自分が好きといえる部屋に

するために、どこまでその空間に愛情を注げ

るか。彼女の製作に懸ける意気込み・取組み

姿勢に我々URが志すべきもののひとつを再認

識した。

写真 2　Before（DIY改修前）箕面粟生団地

写真 3　After（DIY改修後）箕面粟生団地DIYモデルルーム 1 ）

UR-DIY賃貸とは
2012年 9 月スタート
　UR賃貸におけるDIY住宅 2 ）は2012年から

供給を開始。現在では全国41団地において約

200戸を供給している。

　特徴は、改修後の原状回復義務が原則不要

であり、DIY住宅（※プチDIY除く）において

は内装プランニング・施工期間として 3ヶ月

相当の家賃が無料になること。

　モデルルームは関西のみならず、関東では

舘ヶ丘団地（八王子市）や高洲第二団地（千

葉市）などで展開中。実物を見て改修イメー

ジの参考にしてもらおうと考えている。

DIY賃貸のニーズはあるのか？
　リクルートの調査（『賃貸住宅におけるDIY

意向調査』平26. 6）によると、「賃貸住宅でリ

フォームやカスタマイズしたことがある」と

答えた人は4.2％に対し、「したいと思ったが

各　論

2

UR-DIYの挑戦
～DIYで住まいを
もっと楽しく～

西山直人

UR都市機構
西日本支社団地マネージャー

西山直人
1967年　　兵庫県生まれ
1990年～　不動産デべロッパーにてマンショ
ン・戸建て開発、注文建築の設計営業、不動
産有効活用等の業務に携わる。
2002年～　都市基盤整備公団（現：UR都市
機構）。現在は、ここちよい住まいの提供を
テーマに団地において住戸リノベーション、
DIYの普及、共用空間の改修などに取り組ん
でいる。
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あきらめたことがある」人が18.8％。まだま

だ全国の賃貸住宅においてDIY可能物件の絶対

数が少なく、そもそもDIY自体が根付いていな

い現状において、一定数のニーズがあること

に潜在的な需要を感じる。

　また、国土交通省が「借主負担DIYの賃貸

借」のガイドラインを公表（平26. 3）。民間に

おいても原状回復義務が免除された賃貸物件

の供給が出始めるなど、新たな賃貸住宅の住

まい方が広がりをみせつつある。

広がりをみせるDIY賃貸
K邸（大阪府豊中市）
　大阪府豊中市にある北緑丘団地のDIY住宅の

一室。これぞDIYの極みともいうべき事例。内

装の間仕切りや壁の仕上材などほぼスケルト

ンに近い状態までを取り払い、コンクリート

の素地を生かした開放的な大空間へ。お二人

の趣味である北欧ヴィンテージ家具が似合う

部屋となった。これも原状回復不要。

写真 4　K邸（打ち放しの壁に北欧家具が似合う）

　このようにDIY可能な全国のUR賃貸で、自

分好みに部屋をカスタマイズして暮らしを楽

しむ方が徐々に増えてきた。 3 ）

DIYの楽しさを伝えたい
DIY-COBO（工房）の設置
　しかし、DIYをしようと思った時の最初の障

壁はなにか？　実際にDIY住宅に入居された

方にヒアリングをしてみた。施工においては

「部屋が汚れる」、「養生が面倒」、「周りの方へ

の音が気になる」など。また、費用面におい

ては、「電動工具などがあれば便利だが、買う

にはお金も掛かるし、置き場所にも困る」と

いったがことが悩みの種。

　そこでURでは、団地の中にある集会所の一

室を活用し、自由にDIYできる工房を試行的に

設置した。電動ドリルなどの工具は備え付け

られていて無償（室料は別途必要）で使える。

DIYをきっかけに住民同士のコミュニティの輪

がひろがればと期待している。

写真 5　DIY-COBO（工房）

DIYワークショップ
　URでは、団地及び周辺の方々にDIYの楽し

さをもっと身近に体験してもらおうと、ワー

クショップなどのイベントを開催している。

　DIY団地の集会所をイベント会場にし、ペン

キを塗ったり、壁紙を貼ったり、木工で手作

りの額縁を作ったりモノづくりの楽しさを体

感してもらい、DIYに興味がある方へ、はじめ

の一歩のお手伝いをしている。

写真 6　ワークショップの様子

UR-DIY部の創設
　UR西日本では、若手社員を中心とした部門

横断の部活動として、UR-DIY部を平成25年 7

月に創設。この部活動の特徴は、月に 1日程

度業務時間内での活動が認められていること。

活動の目的は、DIYの楽しさを知り、世の中の

多くの方に広めること。そのためには自ら経

験し、楽しさを発見しなければ伝えられない。

これまでに会議室の内装改修や団地内にある

現地案内所（募集窓口）をDIY改修するなど、

若手社員が自分達でデザインし施工までを実

践。現在の部員数は総勢40名。 4チームに分

かれ同時進行で活動しており、その様子は随

時ブログで情報発信中。 4 ）

写真 7　DIY部の活動

DIY賃貸を日本の文化に
　いくつかDIYの現場に立ち会ってきて感じて

いることがある。DIYによってその住まいをよ

り良いものにしようと手を入れ始めると、あ

る時点からその部屋にずっと居たくなるよう

な、帰りたくないような場所に変化する。何

か目に見えない想いみたいなものがその空間

に宿るからではないかと思う。

　箕面粟生DIYモデルルームの来場者数は

700組を超えた。ある来場者は、玄関を開け

た途端、その変貌ぶりに声を上げて感動し、

2DK47㎡の部屋を数時間かけて隅々まで見学。

　時折、ソファに座っては、

　「なぜかこの部屋、落ち着くんです。」と。

　クオリティオブライフ。つまり、幸福を感

じ得る真の住まいとはこういうものではない

だろうか。

　DIYは部屋を快適にする魔法である。

　新しい分譲マンションを買ったり、リノ

ベーションされた部屋を借りることにも幸福

感はあるが、これまで選択肢になかったDIY

で自分の好きな空間を自分で創り出すといっ

た文化が賃貸にも根付けば、日本の住まいは

もっと楽しくなるのではないだろうか。

注
1）写真 3　箕面粟生団地DIYモデルルーム
　　http://www.ur-net.go.jp/kansai/minohao/
2 ）�UR都市機構のDIY住宅
　　※プチDIYは関西のみ展開。金券 3万円付
　　http://www.ur-net.go.jp/diy/
3 ）写真 4　DIY入居事例
　　※DIY入居事例をWEBサイトで紹介
　　http://www.ur-net.go.jp/kansai/diy_house/
4 ）DIY部の活動ブログ
　　http://blog.ur-net.go.jp/kansai-diy/

（にしやま　なおと）
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はじめに
　 ｢助成金の切れ目が事業の切れ目」－多く

のNPO法人が、事業の安定性や継続性の大き

な壁にぶつかっているなかで、地域と連携を

図りながら、NPO法人が文化事業を展開し

ていくためには、どのようなフレームワーク

を成すべきか。東京おもちゃ美術館を『おも

ちゃ学芸員』という文化ボランティアととも

に運営する新しい形として構築し、ようやく

6年が経過した。これまでを振り返りつつ、

東京おもちゃ美術館の誕生から今後の展望ま

でを考えてまいりたいと思います。

よみがえる廃校
　2008年、「東京おもちゃ美術館」は、廃校と

なった新宿区四谷第四小学校の旧校舎で、新

たに産声を上げた。住民の方々と新宿区役所

の方向性とおもちゃ美術館の理念が合致して

の“お見合い”の成立だ。

　そもそも「おもちゃ美術館」は、筆者が所

長を務め、1953年に設立した民間団体の「芸

術教育研究所」が母体となっている。70年代

に前所長の多田信作が、芸術教育の先進地で

あるヨーロッパを視察中、保育園などで優れ

たデザインの乳幼児玩具を見かけ、「人間が初

めて出会うアートはおもちゃなのではないか」

と思いを巡らせ、以来、おもちゃの研究も主

要テーマとした。

　84年、に「見る」「作る」「借りて遊ぶ」と

いう三つのテーマをそなえて中野におもちゃ

美術館をオープンし、約100ケ国15万点を超

えるおもちゃが所蔵されるほか、手づくり教

室やプレイルームもあった。

　 3年後の87年には同研究所が『日本グッ

ド・トイ委員会』を設立し、国内外の多様な

おもちゃの中から良質なおもちゃを選定する

『グッド・トイ』選定制度を開始し、国内外の

優良玩具を数多く美術館に展示してきた。

　現在の美術館の舞台となっているのは昭和

7年に大火災で焼けてしまった四谷第四小学

校。地域住民が気の毒がって寄付金を集めた

ら、ものすごいお金が集まった。そして現在

の新校舎ができた。昭和10年にドイツ人の建

築家が手がけたもので、新聞にも報道される

くらいセンセーショナルな建物だったそうだ。

　しかし、最近は地域に児童数が百人を切る

学校が四つもできて、統廃合が免れない事態

となった。廃校にすることについては、もの

すごくもめた。住民たちの意思が強く、「廃

校とか、この校舎を壊す壊さないとかは役所

が勝手に決めるな、そういうことは俺たちが

決めるんだ」というような町内会の声が大き

かったようだ。それで区も校舎を残す方向に

したのだが、それも大きな決断だったと思う。

　すぐに住民協議会が立ち上がり、会合が開

かれた。そこで校舎の半分は自分たちがコ

ミュニティセンターのように使い、集会室と

して区民に役立つように運営をしようとなっ

た。もう半分は地域に貢献できるNPOに来て

もらおうとなり、それで中野でおもちゃ美術

館をしていた私のところに白羽の矢が立った。

話を聞き、資金的なこともあり、色々と悩ん

だが移転の話をお受けすることを決めた。

　昭和10年の歴史的建造物であり、当時の東

京市が威信をかけて造ったモデル校の11教室

が東京おもちゃ美術館の舞台である。階段や

廊下、天井や壁面などは、当時の面影をその

まま留めつつ、調度品などは国産の木材や畳

を仕入れ本物志向に徹した。施設の展示棚や

遊具なども青森、岡山、鹿児島県の名のある

職人の手で造られ、茶室や小屋などは建築家

が驚くほどの質の高さだと言われている。職

人の方々には開館前の 1ヶ月間は、東京に

泊まり込みで作業をしていただいた。プロ

デューサー、デザイナー、木工職人、大工、

建築家など多くの専門家が、歴史的建造物で

ある校舎に「おもちゃ美術館」という魂を吹

き込んでくれたのだ。

文 化 ボ ラ ン テ ィ ア に 支 え ら れ る
ミュージアム
　当館のオープンを迎えるにあたって、数多

くのボランティアが活躍している。美術館内

各　論

3

市民立の木育空間
「東京おもちゃ美術館」

の挑戦
～持続可能な

NPO文化事業を目指して～

多田千尋

認定NPO法人日本グッド・トイ委員会理事長
東京おもちゃ美術館館長

多田千尋
認定NPO法人日本グッド・トイ委員会理事
長、芸術教育研究所長、高齢者アクティビ
ティ開発センター所長、御茶ノ水女子大学、
早稲田大学講師。2009年経済専門誌より
「日本の社会起業家30人」の 1 人に選ばれる。
移動型おもちゃ美術館 ｢木育キャラバン｣ や
東京おもちゃ美術館のユニークな国産材の木
の利用によって、林野庁長官から感謝状を受
ける。著書に『木育おもちゃで安心子育て』、
『遊びが育てる世代間交流』など多数

入口には、寄付者である一口館長の名前が積み木に刻まれている。
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で来館者の案内や、子どもたちと一緒におも

ちゃで遊ぶ「おもちゃ学芸員」と呼ばれる「文

化ボランティア」スタッフだ。現在、文部科学

省など国の機関は、世界に通用するよう学芸員

の専門性を高めることを提唱しているが、私

たちの「おもちゃ学芸員」は、地域に根ざし

た学芸員の大衆化を進め、地域コミュニティと

ミュージアムの有様を探っている最中である。

200名のボランティアスタッフが自身の経験を子
と親に伝えている

　おもちゃ学芸員になるためには、二日間の

講座と実習を受けなければならない。受講料、

会員登録費、エプロン代などの自己負担金が

あるにもかかわらず、オープン前の四回の講

座には10～70代まで約200名の希望者が登録

を行ってくれた。

　当美術館では、現在10教室が開放されてい

る。グッド・トイで遊べる「グッド・トイ展

示室」を始め、現在、全国のおもちゃ作家の

おもちゃ展を開催している「企画展示室」や

世界のテーブルゲームを取りそろえた「ゲー

ムのへや」、リサイクル素材を活用しおもちゃ

を作れる「おもちゃ工房」など、楽しみ方は

人それぞれだ。なかでも世界の木製玩具や木

のボールプール、センターハウスと呼ばれる

ウッドデッキなどを配した「おもちゃのもり」

は好評を博している。室内は木の香りに包ま

れ、森林浴気分を満喫できるほか、床材には

厚さ 3 cmの九州ヒノキ材が使用され、足の裏

からもその温もりを感じることができる。靴

を脱いで上がる部屋なので、ハイハイの乳児

からご高齢の方まで、どなたでも楽しんでい

ただくことが可能だ。

　こうした空間と入館者、全国から取り寄せ

た木のおもちゃと入館者の仲人役に立つのが、

おもちゃ学芸員の大きな役目となる。わが美

術館の最大の魅力であるホスピタリティは、

おもちゃというコミュニケーションツールを

生かした「おもてなし」なのだが、それはお

もちゃ学芸員がいて初めて成立するものだ。

入館者を監視するのではなく、こちらから積極

的に話しかけ入館者とおもちゃとの懸け橋とし

て活躍していただいている。美術館がおもちゃ

学芸員にとって自分自身が輝ける場であり、生

きがいにもなっていると実感をしている。

　また、展示されているおもちゃの多くは、

自由に触れて遊ぶことができる。「おもちゃ＝

コミュニケーションツール」と考え、基本的

な遊び方は学芸員が説明するが、そこから先

は来館者自身が遊び方を考えていくように仕

向けている。例えばゲームの部屋で難解なパ

ズルを解けずにいる高齢者がいれば、隣にい

る小学生がその解き方を教えてあげる。逆に

伝統的な玩具の遊び方を、高齢者が見ず知ら

ずの子どもたちに教えている。そんな光景を目

にすることが多々ある。それこそが東京おも

ちゃ美術館の目指す多世代交流の理念である。

“木育”推進の館を目指して
　2006年 9月に閣議決定された森林・林業基

本計画。この中で木育を国が行うべき事業と

して正式に認められた。木育事業を2010年以

来受託している東京おもちゃ美術館は森林と

いう自然の力、木という命の力を借りた子育

て支援としても捉え、木を真ん中に置いた子

育て・子育ちアメニティとして捉えなおす好

機となった。

　同館が木育に目覚めたのは、年間入館者数

の40％の 6万人を占める乳幼児にこそ、自然

と触れ合う木育が必要だと感じたからだ。それ

は、子どもたちの家庭や保育など生活の傍らに

命が薄れつつあり、木育こそが命の問題にささ

やかな貢献ができるのではないかと考えた。も

う一つは、五感をフル稼働する乳幼児には木と

いう素材は相応しいと思ったからである。乳幼

児は、人生の中でも最も ｢五感｣ で勝負してい

る生き物で、視覚や聴覚で得る情報だけでは物

足りず、口に入れたり、触ったり、そしてにお

いを嗅ぐことで、情報を得ようとする。

　同館の「赤ちゃん木育ひろば」は年間 3万

人を越える赤ちゃんが訪れる。そこには、国

内で最も温かく柔らかい材である杉を中心に設

えた。それは、ハイハイする赤ちゃんにとって

最適な材を専門家に尋ねたところ、皆、杉と答

えたからである。埼玉大学に同室の木質化に

よる効果測定をお願いしたところ、他の乳児

向け施設と比べて、「赤ちゃんが泣かない」「パ

パの滞在時間が長い」「ママが携帯電話を使用

しない」などのユニークな調査結果が出た。

（上）移動型おもちゃ美術
館も全国を巡回。写真は新
宿御苑での開催。

（下）伝承玩具が置かれた
小屋が並ぶ「おもちゃのま
ちあか」

　2011年からは、市町村や企業と「ウッドス

タート宣言」の締結を進め、木育活動を全国

に広げられるよう力を入れている。この宣言

によって、新宿区を始め、岐阜県美濃市、熊

本県小国町、北海道雨竜町、沖縄県国頭村な

ど10市町村が、誕生祝い品として地産地消の

木のおもちゃを配り始めた。

　また、企業では木

育広場の導入が進ん

でいる。無印良品は

32店舗、ドイツ自

動車メーカーのアウ

ディも全国50店舗

に木育キッズコー

ナーを開設した。

　また、タワーマン

ションの共有部や大型商業施設内に多世代型

木育広場を作る動きも実現している。官民と

もに、木の力を借り、子どもたちを育ててい

こうとするフォロースルーの風が吹き始めて

いる。

　おもちゃはきっかけに過ぎず、子育てを通

じて若い両親に木のファンになってもらいたい

のです。木の器を使い始めたり、木製の学習机

を選んだり、そして木造住宅の一軒家を建てた

りと、ウッドスタートは木という命宿る自然物

にロングライフで関心を寄せてもらうための素

地作りになってくれることを期待したい。

（ただ　ちひろ）全国10地域の杉を活用した「赤ちゃん木育ひろば」

アウディみなとみらいのキッズ
ルーム
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素敵な建物ってなんだろう？
　古い建物に入ったとき、古さの中に歴史や

ドラマを感じワクワクしたことはないだろう

か。樹齢を重ねた大木に力強さと魅力を感じ

るように、長い時間たくさんの人に愛された

古い建物は愛着を感じさせる。

　強い魅力を放つ建物には、偶然近くを通っ

た人まで引き寄せられ、たくさんの人々が自

然と集まってくる。そこでの出会いは新たな

プロジェクトを生みながらさらに人を集め、

建物はクリエイティブな〈場〉となっていく。

文化発信の礎となる建物
　東京の同潤会青山アパートはまさにクリエ

イティブな〈場〉として伝説的な存在だった。

関東大震災をきっかけに住宅として建てられ

たが、時代とともにブティックやギャラリー

などが入居。1960年代以降の表参道や原宿文

化の礎となったランドマークであった。

　多様な入居者たちの活動が人を呼び、建物

を軸につながりを次々と生み出し、まちを

活性化する〈場〉となっていったのである。

ここでのつながりは建物が取り壊されてし

まった現在も脈々と受け継がれ、全国巡回展

「Re1920記憶」など、今も新たなムーブメン

トを生み出している。

〈場〉をつくる「ビンテージビル創育」
プロジェクト
　築年を経たにも関わらずしっかり残ってい

る建物にとって、古さは長年多くの人々に愛

され、つながりを生んできた証である。たと

え空室が増えていても、古さの中にビンテー

ジな価値を見出すことができれば、再び〈場〉

を再生することができると考える。

　その再生手法として、建物の隠れた魅力を

見出すきっかけの一つはリノベーションであ

る。しかし、その一方で表面だけのリノベー

ションでは限界があるとも感じている。きれ

いに施されたリノベーションが魅力を生み出

すのではなく、重要なのはその建物の歴史が

醸し出す雰囲気であり、それを生みだすのは

そこで生活・仕事・活動を楽しむ入居者たち

である。人が集まることで活気ある〈場〉が

生まれ、〈場〉がさらに人を呼び、やがて建物

の価値は時間をかけて向上するものと考える。

　そこで私たちは、建物の古さそのものの魅

力に注目し、建物にビンテージ文化の価値観

を誘導することで、流行のデザインや機能よ

り、時代遅れとされるような古さのなかにこ

そ価値を見出そうとしている。それによって、

建物に関わるオーナー・管理会社・職人・入

居者に対し、ひいては社会における建物の価

値観に変革をもたらすことを目指している。

　それが、私たちの経年賃貸物件での〈場〉

づくりの手法「ビンテージビル創育」プロ

ジェクトであり、現在福岡を中心にその事業

を推進している。博多祇園山笠など伝統的

な祭りにあふれ職人や商人のまちから始まる

福岡の気質は、古いものを大切に守りながら

時代の要素を貪欲に取り込んでいく。当プロ

ジェクトを実践するのにもってこいの地だ。

　そこで、現在までに福岡市内を中心に17棟

（269室）を再生した「ビンテージビル創育」

プロジェクトのうち、代表的な２つの事例を

紹介したい。

受け継がれ変化しつづける「冷泉荘」
　「ビンテージビル創育」プロジェクトにお

ける事業系賃貸の代表は「リノベーション�

ミュージアム�冷泉荘」だ。冷泉荘は1958年

7月に登記されたRC造 5階＋地下 1階建て賃

貸集合住宅（25戸）。老朽化とともにスラム化

し、住居としての限界が近づいたことで2002

年に事務所ビルへとコンバージョン、ビル 1

棟を集合アトリエとして再生した。

多くのイベントでにぎわう冷泉荘

　冷泉荘の各部屋は相談の上で入居者によっ

て自由に改装・リノベーションが可能であり、

原状回復の必要はなく、むしろ退去時には造

作を残してもらう。入居者によって部屋のデ

ザインが代々受け継がれ変化し、まるでリノ

ベーションの博物館のようになっているのが

冷泉荘の特徴である。

　2006年に集合アトリエとなった冷泉荘は、

3年の実験期間を経て2010年に本格的に動き

始めた。「福岡の古い建物を大切にする考え方

各　論
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「ビンテージビル創育」
プロジェクト

～文化発信の礎をつくり、
まちを耕す～

吉原勝己／
杉山紘一郎

株式会社スペースRデザイン代表取締役／
株式会社スペースRデザイン冷泉荘管理人

吉原勝己
1961年福岡市生まれ。九州大学理学部卒
業後、旭化成で医薬臨床研究を17年行う。
2003年より後継者としてビル賃貸業に携わ
り、㈱スペースRデザインと吉原住宅㈲の社
長を兼任。福岡市内を中心に17棟269室の賃
貸ビル・戸建再生を手掛ける。2012年にはビ
ンテージビルへの再生手法が福岡市ビジネス
コンテスト最優秀賞を受賞、同2012年に「冷
泉荘」が福岡市都市景観賞�活動部門を受賞。

杉山紘一郎
1980年名古屋市生まれ。九州大学大学院に
て博士号（芸術工学）取得後、2010年㈱ス
ペースRデザイン入社。廃材楽器制作「サウ
ンド・リノベーション」の活動をしながら、
博多の文化系ビンテージビル「冷泉荘」管理
人としてビルブランディングを行う。
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の実践（ビルストック活用）」を基本理念に、

「ひと」「まち」「文化」を大切に思う人たちを

募集。現在はアーティストや起業家だけでな

く、旅行やまちづくり、教室、音楽、写真な

ど幅広い業種の文化人が23組集う「知のサロ

ン」となっている。

まちの遊び場・学び場 
　管理およびディレクションに常駐管理人 1

名を設定。日常清掃や点検などの通常の管理

業務だけでなく、広報誌の作成やウェブサイ

ト・SNSによる情報発信、物件案内や入居促

進、入居者間の交流促進やイベント企画・サ

ポートなどを行っている。楽しげな管理人室に

は入居者もまちの人も気軽に交流しに来てお

り、子供からお年寄りまでさまざまな出会いが

常に生じ、まちと冷泉荘の接点となっている。

まちと冷泉荘の接点となる管理人室

　築50年を超えながらも満室化した冷泉荘

は社会への認知度を高める中、それに伴い賃

料も上昇し続けており、現在は近隣の新築並

みの価格となっている。その経営的裏づけか

ら築100年運用を目指し2011年に大規模な耐

震改修工事を実施。 1階のレンタルスペース

や各部屋では音楽・展覧会・マーケット・落

語・演劇など多様なイベントがほぼ毎日開催

され、年間 2万人以上が訪れるまちの拠点と

なっている。2012年には福岡市都市景観賞

活動部門賞を受賞し、古い建物をまちの遊び

場・学び場として再生させたうえで、その文

化発信の功績が認められた。

先鋭的なリノベーション
「山王マンション」 
　「ビンテージビル創育」プロジェクトにお

ける住居系賃貸の代表は「リノベーション�

ミュージアム�山王マンション」である。山王

マンションは1967�年に建てられたRC造 6階

建て賃貸集合住宅（45戸）である。築30年を

越え設備老朽化にともない空室が増加。配管

を外配管に切り替え、2003年福岡で最初の賃

貸リノベーションを実施。現在45室中33室が

まったく異なるリノベーション・デザインと

なっている。

　有田焼のタイルが貼られた外壁、鉄の造形

作家の作品が組み込まれたエントランスなど

芸術性にあふれ、各部屋のリノベーションも

アーティストや建築家、デザイナー、学生な

どとのコラボレーションで、先鋭的なコンセ

プトやデザインを有した建物である。特に、

山王マンションのキー入居者である建築家と

の実験的なリノベーション作品がアメリカの

ウェブマガジン“Architizer”にて住宅インテ

リア部門審査員賞を受賞するなど、山王マン

ションは海外からも注目を集める建物だ。

有田焼のタイルが美しい山王マンション

つながるしかけ「リノっしょ」
　リノベーションルームは通常、従来の賃貸

と同じように原状回復が必要である。しかし、

住人こそが部屋の特徴を体感でき、改善点や

作品として部屋の強度を高めることができる

主役である。そこで、私たちは入居者の要望

やアイデアを取り込み、入居者と一緒にリノ

ベーションを行うプログラム「リノっしょ」

（一緒にリノベーションの略）を生み出した。

それは、生活の中で生まれる不満を魅力に変

える取り組みで、これにより、入居者と私た

ちの関係が密になり、建物内のつながり形成

の大きなきっかけとなる経験をしている。「リ

ノっしょ」は貸す側・借りる側の境を越えた

仲間づくりや〈場〉づくりを可能にしている。

山王マンションの「リノっしょ」 

〈場〉のつながりは建物をこえて
耕し、土壌をつくる存在が鍵
　古い建物を大切にする価値観に人々が集ま

り、それぞれが自分らしく心地よい空間を獲

得していく。お気に入りの場所は人に薦めた

くなるもので、集まる人々がさらに多くの人

を呼ぶきっかけとなる。ここで、個々の情報

発信力が弱まらぬよう土壌づくりをしている

のが、建物のディレクションに関わる管理人

や、キー入居者の存在である。彼らの存在は

極めて重要だ。

　冷泉荘では管理人を媒介にほぼ毎日多様な

イベントが開催されている。管理人は冷泉荘

の象徴であり、つながりの土壌づくりが仕事

となる。山王マンションではキー入居者との

コラボレーションにより見学会や「山王リノ

ベ文化祭」などを開催し、新たな出会いとつ

ながりが生まれる機会を作っている。彼らが、

多くの人を惹き付ける〈場〉を耕し続けてい

るのである。

「ビンテージビル」でまちづくり
　建物がクリエイティブな〈場〉となり集ま

る人が増えることで、次第にそれは近隣エリ

アに波及しまちを活性化していく。私たちは

冷泉荘の〈場〉が生み出した潜在的入居者と

いう求心力を用いて、「サテライト冷泉荘」と

して複数の近隣レトロビルを再生しており、

古い建物を大切にする人々が集まるエリアへ

と変化させている。そして、この事業は福岡

県大牟田市においては衰退都市活性化の一手

段として活用され、長野県長野市では地元企

業との協働によるまちづくり事業として広が

ろうとしている。

　このような流れから、私たちの「ビンテー

ジビル創育」プロジェクトは、地方都市活性

化のプログラムとして、その可能性を各地で

試される時が来るのかもしれない。

（よしはら　かつみ／すぎやま　こういちろう）

DIYリノベの博物館、冷泉荘
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戦前の老朽長屋の再生
（1）老朽長屋をマンションに建替える計画
　私の家の前には、私が生まれる前から 1棟

4軒の長屋が建っていて、玄関を出ると否応

なしに目に入っていました。昭和 7年に新築

された長屋は、70年を越え、老朽化し、外観

は、朽ちるにまかされていたので、建替えら

れる以外にないと思っていました。平成の時

代に入り、親の相続税対策のこともあり、マ

ンションへの建替え計画に着手しました。マ

ンション業者との建設事業の調印を目前とし

た平成15年、長屋を見学したいという研究者

の訪問を受けました。このことが私の人生を

大きく変えるきっかけになりました。

（2）意に反した長屋の保存
　長屋の見学者に対しては、くれぐれも長屋

を残すよう言わないことを条件に見学しても

らったのですが、大阪の住文化である長屋を

1軒でも残していただけないかという人が現

れました。それも構造的な問題があるだろう

と断ると、今度は、建築構造の研究者である

西澤英和先生を連れて来られ、昭和初期の木

造建築の大工の技術力の高さについての評価

をいただきました。又、先生は「この長屋は、

登録文化財に該当するのでは？」と私が思っ

てもいなかったことをいわれました。

　私は、早速、大阪府の文化財保護課の林義

久氏を訪ねると「長屋の登録文化財は、全国

初となる」といわれ「潰すのは、いつでもで

きるが、潰してしまえば、元にもどらない」

と思い、登録文化財にすることに同意しまし

た。私にとっては、思いもよらない展開と

なったのです。

（3）長屋のリノベーション
①長屋の改装工事
　長屋を残すということは、これを借りても

らって家賃を払ってもらわなければなりませ

ん。そのためには、外観だけでも美装しなけ

れば、価値がでないと思い、改装工事をする

ことにしました。ここでも幸運に恵まれまし

た。奇遇にも宮大工の川人良明棟梁に改修工

事をしてもらえることとなり、建築当初の長

屋の姿が再現されることになりました。工事

中、銅板の軒先や樋などの輝きは､ 人目をひ

き、朽ちて無くなっていた物干し台や肘掛け

手すりなども再現されました。

②長屋のテナント入居とテナント工事
　改装工事中から「飲食店をしたいので是非

貸して欲しい」という人が現れ「借りたいと

いう人がいる間に貸したら」という妻の言葉

に従い、長屋 4軒は、順次、飲食店に変身し

ていきました。長屋に惚れ込んでいたテナン

トだったのでテナント工事についても元の長

屋を活かした内装工事にしてくれました。

飲食店に変身した長屋

（4）長屋建築の驚異の事実
①長屋の高収益性
　長屋にテナントが入り、家賃収入が入るよ

うになりましたが、元々、マンションへの建

替えを計画していたので、その収益に比べる

と長屋の収益は、ずっと劣っていると思い込

んでいました。ある時、長屋活用の事例とし

て、話をしてくれるよう頼まれ、長屋の収益

とマンションの収益の比較を行って驚きまし

た。長屋の方が、 2倍以上の収益があること

がわかったのです。考えれば当然のことです

がマンションの場合、建設費は、1.7億円程か

かりますが、長屋の場合の改装費は1.7千万円

と一桁安く済みました。それぞれの年間の家賃

収入は、1400万円、700万円と長屋の方が半分

になっています。しかし、マンションの場合、

建設費の借金1.5億円の返済に約800万円、建

物の固定資産税等が140万円及びその他維持管

理経費を加えると1100万円かかり、手元に残

るお金は300万円ですが、長屋の場合、借金の

返済がなく、固定資産税等も数万円で済むので

600万円以上手元に残ることになります。

②木造建築の耐久性
　戦後の建物は、約30年で建て替えられてい

るといいます。こんなに短い耐用年数は、先

進国に類を見ません。鉄筋コンクリート造は、

その耐用年数が約70年といわれています。そ

れに比べたらか弱い感じがする木造は、もっ

と耐用年数が短いと思い込んでいましたので、

70年経った長屋は、十分、寿命をまっとうし

各　論

5

寺西家
阿倍野長屋・町家から

地域の場へ発展

寺西興一

「どっぷり昭和町実行委員会」会長

寺西興一
1945年11月　大阪市阿倍野区で誕生
1968年 3 月　大阪工業大学　建築学科卒業
1970年 3 月　�京都大学大学院　�建築学科修

士課程修了
1970年 4 月　�大阪府に就職し　2004年 3 月

退職
2003年12月　�寺西家長屋が国登録有形文化財

になる
2004年 4 月　㈶大阪建築防災センターに入社
2006年 1 月　�「どっぷり昭和町実行委員会」

設立、会長に就任�
2006年 9 月　�「大阪府登録文化財所有者の会」

設立、事務局長に就任�
2009年 5 月　㈶大阪建築防災センターを退職
2010年 4 月　�摂南大学　非常勤講師（建築法

規）に就任
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たと考えていました。しかし、木は、100年、

200年経てば、その強度が増すということを知

り、大切に管理すれば、100年住宅は、当たり

前だと知りました。

寺西家の町家の再生
（1）寺西家も登録文化財に
　寺西家は、大正末に建てられた住宅であり、

私で 3代目になります。長屋を登録文化財に

する時、寺西家も薦められたのですが、長屋

が金食い虫だと思い込んでいたので自宅をマ

ンションに建替え、収益を得なければと思っ

ていました。しかし、実は、長屋が金の卵だ

と気付き、「大阪府登録文化財所有者の会」の

事務局長という立場もありましたので、寺西

家も登録文化財にしていただきました。

（2）寺西家で行われている文化的事業
　寺西家は、新築以来、 3～ 4世代が、常に

5～ 9人が生活していました。現在では、子

供たちも結婚し、夫婦 2人になりました。そ

れで 1階の 8畳と 6畳の和室を中心にイベン

ト会場として使っていただいていて、それは、

毎月の落語会にはじまり、お茶会、生け花展、

焼き物展、音楽会など多岐にわたっています。

以前、住んでいる時には、思いもよらなかっ

たのですが、この 2部屋と縁側で、舞台と60

人の客席がつくれることがわかり、場所は工

夫すれば活かせるものだと思いました。

「どっぷり、昭和町。」
（1）はじめに
　毎年、大型連休が始まる 4月29日、昭和の

日の祝日に大阪市阿倍野区の地下鉄御堂筋線の

昭和町駅周辺で「どっぷり昭和町」というお祭

りが開催されています。2015年 4月29日には、

10回目を迎えます。毎年、規模が拡大し、多

くの人で賑わうようになり、今では、帝塚山音

楽祭、阿倍野カーニバルと共に阿倍野区の 3大

祭りの一つに数えられるまでに成長しました。

（2）お祭りのきっかけ
　長屋が飲食店になり、そこで働く若者が店

を宣伝するために大阪駅でビラを配ったとこ

ろ「昭和町って駅、どこにあるの？」と返事

が返ってきました。それで、昭和町をもっと

知ってもらいたいと思っていた時に 4月29日

の祝日の名称が「緑の日」から「昭和の日」

に変更になるという報道がなされたのです。

そこで、その機会に「昭和の日」に「昭和町」

駅周辺で「昭和の文化財」を中心に「昭和の文

化」を楽しむお祭りをすることを思いついたそ

うです。そして、家主である私のところに相談

があり、私も協力することを約束しました。

（3）お祭りの設立趣旨
　「どっぷり昭和町」の設立趣旨としては、

①�デジタル化された便利な現代には無い､ ア

ナログな人の温もりの必要性を再認識する。

②�使い捨て（大量生産、大量消費、大量廃棄）

の時代に木造の長屋建築や庭という自然と

共生する価値を再認識し、その建造物を使

い続けることによってその文化を後世まで

遺していく。

③�昭和という時代を再認識し、未来への道標

にする。

④�昭和町というまちを大阪中、関西圏、日本

中、世界中に認識してもらう。

⑤�昭和町の地域で、お年寄りからお子様まで

幅広く喜んでいただけるようにする。

⑥�外部からわざわざ昭和町に来られた人達に

も親切にし、喜びの和を拡げていく。

⑦�日本全国に99ヵ所ある「昭和町」と連携し

て「どっぷり昭和町」の同時開催を目指す。

（4）活動経過
第 1 回　2006年 4 月29日（みどりの日）
　開催場所としては、長屋および町家とその

間の私道であり、長屋では、SugarMamaなど

のライブが演奏され、その音響に長屋も歓喜

に震えていました。それに阿倍野区に存在す

る長屋の写真展、そして町家では、笑福亭生

喬師匠の落語会が開催され、多くの人に楽し

んでいただけました。これらが多くの共感を

呼び、来年もという声となり、お祭りの基盤

がつくられました。

第 1 回　ライブ　Sugar Mama（長屋）

第 2 回　2007年 4 月29日（昭和の日）
　「どっぷり昭和町」が「食・住・楽」を

テーマとした大阪府の楽座事業に認定され、

また、祝日の名称が「昭和の日」にかわると

いうので、お祭りの直前に各マスコミ各紙が、

取り上げてくれました。そのお陰でお祭り会

場は、人であふれることになりました。会場

は、これまで使われていなかった隣の建物の

屋上も利用されました。内容は、昨年に続きラ

イブや落語の他、食に関する講演会が町家で開

催されました。そして、翌日の読売新聞の 1面

にその様子が載ったのには、驚きました。

（2007年4月30日　読売新聞　掲載）

第 3 回　2008年 4 月29日（昭和の日）
　これまでの会場に加え、近くの苗代小学校

にも拡大しました。そのことにより落語家15

人が出演する大落語会が小学校講堂等で開催

されました。これは、関西で一番古くから

40年にわたって毎月、落語会を開催してい

る「田辺寄席世話人会」が主催したものです。

又、長屋でのライブは、 2階が演奏場所とな

り、お客さんは、前の道から見上げて見聞き

するという風景となりました。「どっぷり昭和町」長屋前風景
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第 4 回　2009年 4 月29日（昭和の日）
　会場がさらに児童公園にも広がり、そこで

は「昭和あそび広場」として、紙芝居、飴細

工、切り絵などお年寄りや若者が子供達に昔

の遊びを伝え、そこに人の和、地域の和が造

られました。また、長屋では、日本の伝統芸

能である能や雅楽等と中国人による二胡の演

奏が行われました。

第 5 回　2010年 4 月29日（昭和の日）
　飛躍の年となりました。阿倍野区最大の桃

ケ池公園にまで会場が拡大したこと、加えて

「まちかど昭和写真展」に取り組めたことで

す。桃ケ池公園では、プロレスをはじめ、チ

アリーダー、大道芸人などの芸が行われまし

た。昭和写真展は、地域の家庭に眠っている

古写真を拡大コピーし、塀に貼り出すもので、

移り変わりや生活の変化を今一度、再認識し

ようという取り組みです。

第 5 回　プロレス公演（桃ヶ池公園）

第 6 回　2011年 4 月29日（昭和の日）
　年々、発展、行政との連携も強まり、阿倍

野区商店会連合会にも参加させていただくな

ど組織的にも充実してきました。桃ケ池公園

でオープニング・セレモニーが開催され、区

長さんをはじめ各議員さんや町会の方にも参

加していただけました。日本を代表する明浄

学院や文の里中学校の吹奏楽部の演奏もあり、

地域のダンスチーム夢舞ingや夢舞っ子など

も楽しいものでした。更にこのお祭りは、 1

か月にわたる「あべの祭り」のオープニング

でもありました。小学校の講堂では、阿倍野

区在住でシャンソン界を担っておられる奥田

真祐美さんのシャンソンや住吉区の文化セン

ターの協力で「銭太鼓」「ゴスペル」「民謡」

「尺八」などが演奏されました。この時は、平

松大阪市長が飛び入りで来られたのも印象的

でした。

第 7 回　2012年 4 月29日（昭和の日）
　さらに音響設備等が設置できる桃山学院の

カンタベリーホールが会場となり、一層充実

した演奏会ができるようになりました。特に

桃山学院の卒業生でクロスオーバー歌手とし

てニューヨークで活躍中の小川響子さんが帰

国され出演されました。児童公園では、近く

の阿倍野高校音楽部の生徒も参加し、小学校

では「ダンボール遊園地」ができ、子供たち

の歓声が響いていました。

第 7 回　クロスオーバー歌手　小川響子氏（桃山学院）

第 8 回　2013年 4 月29日（昭和の日）
　桃ケ池公園では、オープニングの開催、そ

して前年他界された桑名正博氏のご子息の美

勇士氏によって行われました。さらに、桃ケ

池公園の南側では、バイローカルとして地域

の魅力的な店が出店し、好評を博しました。

　又、地域の多く店や施設でいろいろな催し

が開催されるようになりました。幼稚園での

人形劇、商店街での昭和時代の衣装でのパ

ホーマンス、などなど地域として大きな盛り

上がりをみせるようになりました。

第 8 回　桑名正博追悼ライブの美勇士氏（桃ヶ池公園）

第 9 回　2014年 4 月29日（昭和の日）
　これまで晴天に恵まれていましたが、あい

にくの雨で、屋外でのイベントは、できなく

なりましたが、それでも、屋内の会場に加え、

商店街のアーケード下や店内に急きょ変更し

て多くのイベントが開催されました。今回か

ら取り組んだ大阪市立デザイン教育研究所で

は、学生たちが日頃の研究成果を公表し、物

づくりの楽しみを味わいました。

　そして、これまで「まちかど昭和写真展」

として収集した写真が2200枚ほどになり、そ

の中から179枚を選定し、大阪府立大学の中村

治教授により「あのころの阿倍野」として写

真集を出版することができました。

あのころの阿倍野

（5）まとめ
　10数年程前には、壊れかけた長屋が一棟

あっただけですが、それが登録文化財になり、

そこで働く若者がお祭りを提案して10年近く

経ち、一日に 1万人が集まり、楽しめるお祭

りになったのは、奇跡ともいえます。このこ

とから私が学んだことがあります。まちの中

には、使えば楽しい場所は、たくさんあるの

ですが、公園や学校それに道路など公的な機

関は、お祭りのために貸してくれないと思い

込んでいたのです。それに地域には、日頃の

活動を「見てもらいたい」「知ってもらいた

い」という団体や個人が多くおられることで

す。それは、プロの歌手や芸能人はもちろん

ですが、歌声グループや演劇グループの他に

も手工芸品を作っておられる方、昔の遊びを

伝えていきたい方など数えればきりがないほ

どおられると思います。

　ただ、それらの場所と人を結びつける仕掛

けが必要で、このお祭りは、その一つになっ

ていると気付きました。

（てらにし　こういち）第 6 回　シャンソン歌手　奧田真祐美氏（寺西家）
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ミースの代表作チューゲンハット邸（チェコ

1928-30）は時代に翻弄される。施主家族が

暮らせたのは 8年間のみ。この間、ナチから

の亡命知識人支援センターの役割を果たすも、

ゲシュタポに没収され軍需産業の社交場とな

る。戦後は共産主義体制のもとリズムスクー

ル、リハビリセンターなどと変遷する。荒廃

の後、ビロード革命を経て1994年にブルーノ

市ミュージアムとして修復が始まり公開に至

る。ユネスコ世界遺産でもある。

負の遺産があるも、チューゲンハット邸にお

いて、時代が場を作ったそのことの価値や意

味の重さは変わらない。建築の普遍性と場の

時代性、そのしあわせなマッチングであった

はずだ。どの時期も。

（塚口眞佐子）

新年あけましておめでとうございます。

今年は正月休みが長く、ご家族、ご友人と楽

しく過ごされた方も多いかと思います。

お正月のごちそうといえば、カニ・数の子・

お寿司等の海産物ですが、私もごちそうを探

しに、大阪の台所「黒門市場」に行ってきま

した。

市場では、お正月の団らんを彩るごちそうを

求める人々で賑わい（毎年大晦日には約15万

人が来場）、今回のテ－マである『場（団ら

ん）を彩るプログラム（ごちそう）』の大切さ

をふと感じました。

正月はごちそうに恵まれましたが、自身の身

体リノベ－ションが必要な状況なので、羊年

だけに美（大きな羊）意識を持ちダイエット

を考える今日この頃です。

今年もよろしくお願いします。

（森岡拓也）

最近、色々な業種の方々が集まるイベントに

参加する機会を持つようにしている。そうす

ると、色々な視点でビジネスを考えることが

重要だと思い知らされることが多い。実はお

役所だけでなく、民間の私たちも縦割りの中

に棲んでいる事に気づかされ、たまらなく

「何でも屋」になりたい衝動に駆られる。そし

て垣根を越えて話しているうちに、何でもな

かったモノがビジネスに繋がったりするので

ある。なるほど、人と人が出会うから物事が

生まれるのだと、改めて思う。そろそろ「デ

ザイナー」の看板とは違う、もう一つのプラ

イベート看板をつくりたいと思案していたが、

看板そのものが無くても良いのではと思う今

日この頃である。

（黒栁　亮）

生き続ける建物には様々な条件が必要になり

ます。機能性、経済性、文化的価値、人々の

愛着・記憶、適法性・・・等々。本特集で取り

上げられている建物たちはこれらの要素を繊

細に紬だし、再生した姿をみることができま

した。

また、これらの建物はある大きな再生のタイ

ミングからそれぞれの時間を経て、いまだに

熱をもって生きていることがわかります。竣

工とともにプラグラムは終わらないこと、時

代とともに変わるニーズに答え続けるプログ

ラムを組み替え続けることが重要ではないか

と思います。

（酒井雅男）

建物は時代とともに味わい深くなる一方で、

変わりゆく時代の変化についていけず、人々

の足が遠のいていく傾向にある。しかし、近

年はその建物が終焉を迎えるのではなく、社

会の変化に応じて新たな空間へとリノベー

ションする事で新たな産声を上げ、今までと

異なった賑わいの場をもたらしている。今回、

そのような魅力ある建物に触れさせていただ

いた事で、今後もリノベーションによって生

み出された新たな魅力ある空間に足を運んで

楽しみたいと思います。

（川合隆之）

コンバージョン、リノベーションが話題にな

り、そして、代官山蔦屋書店が出現し、今ま

で、何となくフツーに考えていたことや思っ

ていた事が、そうでもない事に気づかされて

から、しばらくたつ。現在はもっと進化して

いて、今ある器にどのように新しい命を吹き

込んでいくのか、私たちが本当に求めている

のはどのような場であるのかを、多くの人が

いろいろな方法で探り、興味深い場が創られ、

人々に提供されてきている。この特集が、器

としての建物の新しい捉え方へのとりかかり

になると、また、今までとはひと味違うプロ

グラムを組み立てるきっかけになることがで

きたら、とてもうれしい。

（ペリー史子）

『増大する既存建築ストックに対して、リノ

ベーションによる空間の再活用は今後ますま

す重要になっていくことが考えられます。そ

こで、歴史的な文脈を持った建築物は残され

ていく可能性がある一方で、大多数の匿名的

な建物にとっては残すべき理由の乏しさが

ネックとなります。

その中で、本特集にあるDIYハウスやビンテー

ジビルのプロジェクトは一つの指標になるも

のと感じました。また、武雄市図書館のよう

に、ルールそのものをリノベーションするこ

とで、当たり前と思っていた図書館像を解体

し、新たなプロトタイプを作り、利用者に

とって魅力的な場へと変容させる。これこそ

がリノベーションの真髄ではないかと強く思

わされました。�』

（今井充彦）

編集後記
インテリア・住宅系分科会
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　平成25年10月11日、福岡県福岡市の有床
診療所で、死者10名、負傷者 5名という重
大な人的被害を伴う火災が発生した。消防庁
では翌11月に「有床診療所・病院火災対策
検討部会」を発足させ、学識経験者、病院・
有床診療所関係者、関係省庁（厚生労働省、
国土交通省）および消防本部の参画を得て必
要な防火安全対策の検討を行い、平成26年
7月 4日に対策をとりまとめた報告書を公
表した。
　この報告書の内容を反映した「消防法施
行令の一部を改正する政令」（平成26年政令
第333号）が平成26年10月10日に閣議決定
され、同月16日公布した。併せて、関連す
る消防法施行規則等の一部改正についても、
10月16日に公布した。

スプリンクラー設置基準見直し
■スプリンクラー設置の原則義務化
　福岡市有床診療所火災の死者全員が高齢者
であり、また、診療科が整形外科であったた
め、患者の多くが自力での避難が困難な状態
にあったと考えられる。この火災の教訓を踏
まえ、今回の改正では、多様な実態を有する
病院・診療所の中から特に火災対策の必要性
が高いものを区分してスプリンクラー設備の
設置を義務付けることとした。
　改正前の設置基準では、原則として、病院
は延べ面積3,000㎡以上、診療所は延べ面積
6,000㎡以上に設置を義務付けていたが、今
回の改正により、「避難のために患者の介助
が必要な有床診療所・病院」は、原則として
面積にかかわらず、スプリンクラー設備を設
置しなければならないこととした。
　また、地下街のうち「避難のために患者の
介助が必要な有床診療所・病院」の用途に供
されている部分についても、原則として面積
にかかわらず、スプリンクラー設備を設置し
なければならないこととした。
　なお、認知症高齢者グループホーム等の

高齢者施設・障害者施設についても、平成
25年12月に行った消防法施行令の一部改正
によって、同様に、原則として面積にかかわ
らず、スプリンクラー設備を設置しなけれ
ばならないこととしている（平成27年 4月
施行）。
■原則義務化の有床診療所・病院の要件
　「避難のために患者の介助が必要な有床診
療所・病院」は、診療科名や職員体制によっ
て特定することとしている。具体的には、以
下の要件のいずれにも該当しない病院・有床
診療所である。
　・�患者が避難困難でないと考えられる13

診療科のみの病院・有床診療所
　・�夜間においても相当程度の患者の見守り

体制（13床当たり職員1名）がある病院
　・�精神病床、感染症病床、結核病床のみの

病院
　・ 3床以下である有床診療所
　また、火災発生時の延焼を抑制する機能を
備えた構造を有する施設についてもスプリン
クラー設備の設置義務の対象外としている。
■その他の有床診療所・病院の基準強化
　「避難のために患者の介助が必要な有床診
療所」に該当しない有床診療所については、
改正前の設置基準では原則として延べ面積
6,000㎡以上のものにスプリンクラー設備の
設置が義務付けられていたが、福岡市有床診
療所火災により、患者が入院する施設の火災
危険性が再認識されたため、病院と同様に延
べ面積3,000㎡以上のものにスプリンクラー
設備の設置を義務付けることとした。
　また、入所施設を有する助産所（有床助産
所）についても同様に設置義務を強化した。
■水道連結型スプリンクラーの設置対象
　「特定施設水道連結型スプリンクラー設
備」とは、水道管に配管を連結させて設置す
るスプリンクラー設備である。水槽やポンプ
の設置を要しないため設置費用が低廉になる
一方、その消火性能が「避難支援」に必要な
ものとして開発されているため、避難容易性
が確保できる1,000㎡未満の施設に限り設置
することができることとしてきた。
　今回の政令改正により、スプリンクラー設
備の設置を義務付けた「避難のために患者の
介助が必要な有床診療所・病院」で1,000㎡
未満の施設にも、特定施設水道連結型スプリ
ンクラー設備を設置することができることと
した。
　なお、面積要件は、延べ面積から手術室・
レントゲン室等のうち一定以上の防火上の措
置を講じたものの床面積を除外した面積（基
準面積）が1,000㎡未満のものに設置するこ
とができることとしている。

消火器・火災通報装置等の設置基準
の見直し
　病院、有床診療所および有床助産所では、
改正前は延べ面積150㎡以上に設置が義務付
けられていた消火器具（消火器または簡易消
火用具）を、延べ面積にかかわらず設置しな
ければならないこととした。
　また、病院、有床診療所および有床助産所
では、改正前は延べ面積500㎡以上のものに
設置を義務付けていた消防機関へ通報する火
災報知設備（押しボタン一つで消防機関に火
災発生を通報できる火災通報装置等）を、延
べ面積にかかわらず設置しなければならない
こととした。
　さらに、「避難のために患者の介助が必要
な有床診療所・病院」では、消防機関へ通報
する火災報知設備について、改正前は消防機
関からの距離が500m以内の場所にある施設
に設置を要しないこととしていたが、今回の
改正により、設置しなければならないことと
し、併せて自動火災報知設備の感知器の作動
と連動して起動（通報）するものとしなけれ
ばならないこととした。

おわりに
■施行期日・経過措置
　今回の政令は、平成28年 4月 1日から施
行する。このため、施行日以後の新築施設に
ついては、新たな設置基準が適用される。
　既存の施設への新たな設置基準の適用につ
いては、経過措置として、スプリンクラー設
備は平成37年 6月末まで、消防機関へ通報
する火災報知設備は平成31年 3月末まで猶
予することとした。
■その他
　今回の政令改正では、「有床診療所・病院火
災対策検討部会」報告書を踏まえ、地域医療
体制を維持しつつ、スプリンクラー設備を円
滑に設置できるよう十分な猶予期間を設けた。
　猶予期間は長期間に及ぶが、厚生労働省に
おいて補助金を確保しており、猶予期限を待
たず順次計画的に設置されるよう政策誘導す
ることとしている。消防庁でも、効果的な訓
練実施のためのマニュアルの作成・普及、全
国の有床診療所が防火対策を自主的にチェッ
クするためのシステムを運用するなど、ソフ
ト面の対策を徹底することで、猶予期限前に
おいても、火災による被害が発生しないよう
総合的な対策を講じる。

（よしむら　あきら）

吉村　顕
1981年生まれ。東京大学法学部卒業。2004年総務
省入省

連 載 No.530

法令コーナー

消防法施行令等の改正

吉村　顕
総務省消防庁予防課課長補佐
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■iPhoneの機能
　今回は、最も普及しているスマートフォン
としてiPhoneを例にとり、測定器などの便
利なアプリケーションを紹介する。
　iPhoneには、電話はもちろん、カメラ、
録音機、時計、ストップウォッチ、辞書、電
卓などとしても使えるアプリケーションプロ
グラムが用意されているのは、みなさんご存
知のことでしょう。
　さらに、iPhoneは電話用のマイクの他に
加速度センサーやジャイロスコープも内蔵し
ており、これらを利用した測定機のアプリ
ケーションが開発されている。
　また、iPhoneには一昔前のパソコンに匹
敵する性能があるので、単位換算やダクトメ
ジャーなど便利なプログラムが開発されてい
る。
　肌身離さず、一日中持っているものだから、
これらの機能を入れておくと大変便利だ。

■騒音計
　SPLnFFT�Noise�Meter　400円注 1）

Ⓒ2010 Fabien LEFEBVRE

　このアプリケーションを初めて見たときに
は、目からウロコが落ちる思いがした。電話
用のマイクを使って、騒音計に仕立てている。
　騒音の補正も、無し・A・B・Cから選ぶ
ことができ、FFTによる周波数解析までリア
ルタイムで行うことができる。音に興味があ
る人なら、リアルタイムのFFTなど、少し前

まで憧れであり、高嶺の花であったはずだ。
　ただし、iPhoneのマイクは当然、電話で
の会話用で、測定用ではないので、個体差が
大きいはずだ。事実、校正した騒音計と比べ
るとかなりの差があり、本格的な測定には向
かない。
　相対的な値は使えるはずなので、私はFFT
を利用して、自室のオーディオの高音・低音
のレベル調整に利用している。

■レベル計
　A�Free�Level　無料注 2）

Ⓒ2008 The World

　iPhoneでは、機器の傾きを感知するジャ
イロスコープを搭載しており、これを利用し
たレベルゲージが開発されている。
　建築現場では、ちょっとしたことで水平を
確認したい場面が結構多い。メジャーに小さ
なレベルゲージが付いた製品を見たことがあ
るが、iPhoneにこのアプリケーションを入
れておくと十分実用的である。

■単位換算
　単位変換Pro　100円注 3）

Ⓒ2009 M.Ohmori

　私は“1gの水の温度を1℃上げるのに必要
な熱量は1calである”というような旧単位系
に慣れ親しんで来た影響で、［J］や［W］を
基本とする国際単位系（SI単位）には、いま
だにピンとこないところがある。旧単位で考
えてからSI単位に計算しなおすこともしばし
ばである。
　また海外の仕事では、長さは［m］のか
わりに［ft］、温度は［℃］のかわりに［℉］
で語られることも多く、それに面積［ft2］、
体積［ft3］が加わって、頭がパニックになっ
てしまうことがある。

　そこで、単位換算に関するアプリケーショ
ンをいろいろ試したが、ここでご紹介する
「単位変換Pro」は対応する単位の種類が多
く、最も使いやすいと感じている。このアプ
リケーションのおかげで、単位の換算表を求
めて本を開く回数が激減した。

■ダクトメジャー
　ダクト計算機　300円

Ⓒ "2011 Technical Data Service Co.,Ltd."

　空調設計者のほぼ全員が、下の写真のよう
なタイプ、または計算尺タイプのダクトメ
ジャーを常備していると思う。あまり売れ
るものではないので、下の写真のタイプは
12,000円もする。

ダクトメジャー（大）－単位（Pa）　エアコンスター㈱

　iPhoneを使えば、同じ機能が300円で手に
入る。ご紹介するのはサイズ等を数字で入れ
るタイプだ。iPhoneらしく 2本の指でピン
チイン・アウトしてダクトサイズを変えられ
るアプリケーションが欲しいものだが、まだ
見つけていない。� （はしもと　なおき）

橋本直樹
1963年生まれ。北海道大学大学院修了（建築工
学）。1988年㈱日建設計（設備部）入社。

注 1）iTunes�store（2015.1参照）
　　　�URL：https://itunes.apple.com/jp/app/splnfft-

noise-meter/id355396114?mt=8
注 2）同上
　　　�URL：https://itunes.apple.com/jp/app/a-free-level/

id287905947?mt=8
注 3）同上
　　　�URL：ht tp s : / / i t une s . app l e . com/ jp /app /

id311325306?mt=8&ign-mpt=uo%3D4

＊�価格等は掲載時の情報です。詳細はネット検索等でご確
認ください。

連 載 No.409

設備の頁

安価で便利な測定器を
使おう
ー第 3 回ースマホで測ろう

橋本直樹
日建設計コンストラクション・マネジメント株式会社
エンジニアリングマネジメント グループ　マネジャー
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鳴海 祥博	 ─YOSHIHIRO��NARUMI─

創作なき、文化財の修理
　和歌山県で文化財修復に関わってこられた鳴海祥博氏に高野山でお話
を伺った。
　平成27年の高野山開創1200年の記念事業として再建された中門は長
年文化財修復に携わってこられた氏にとって初めての新築設計となっ
た。昔の設計図はなく、残されていた礎石からの再現である。新築設計
であっても創作という行為ではなく、伝統的な木割を解明し、鎌倉時代
の人間になったつもりで計画したと言う。時代とともに少しずつ移り変
わってきた日本の伝統建築をこれまで見てこられた氏の眼と経験が基礎
となった。昔からの決まりを忠実に受け継いでいてこそ伝統建築であっ
て、自分で考え創作したものは伝統建築ではないと考える。氏は今回の
新築を経験して学んだこともある。それは昔の人と今の人との違いであ
ると言う。現代の大工がつくると材料が同じ寸法になりすぎてあまりに
も均質的に見えることが分かった。昔の人はもっと現場合わせでつくっ
ていたと推測する。

　氏は青森県弘前市出身で幼少時代から城や寺社が身近にあり、古い建
物に興味があった。当時から新しい建物には全く興味がなく、文化財修
復の道へ進んだ。文化財修復の現場は誰かから教わるものでもなく、ひ
たむきに古い建物を実測して図面を描くことから学び取ることと言う。
よく見て、批判して、解析しての繰り返しで日本の伝統建築を見てきた。
伝統建築とは受け継がれてきたものではあるが、修理を通して日本建築
の特質、長所のみならず、欠点、欠陥を見つけることもできたところに
文化財修復の楽しさがあると言う。

　文化財修復の現場では、修理をすることで綺麗になり過ぎて、歴史的
な垢がなくなってしまっていることは反省すべき点とこれまでの文化財
修復のあり方に警鐘を鳴らす。また、はっきりとした目標がなかったこ
とも良くなかった点と言う。修理の最大の目標は取り替え材ゼロを目指
すことではあるが、パーセンテージを決めて目標を設けることもこれか
らの文化財修復では重要になってくると提唱している。残す材は構造材
だけでなく、瓦、畳、障子から下地材も含めてであると考え、全ての古
いものへの思い入れが強い。実際に和歌山市の長屋門の移築では通常ば
らされる土壁を両サイドからパネルで挟み込んで保存することを実践し
ている。氏の話を聞く中で、すべての言葉に一貫した経験に基づく根拠
が存在するように感じた。

　近年、文化財は保存だけでなく、活用を言われる時代になってきた。
しかし、元に戻らない再生や活用では意味がないと考える。本来の目的
で使い続けられているのが文化財のあるべき姿であると考える一方、「た
だ見えていること」も活用されていることであるとも考える。これから
は、ものをつくることだけが建築ではなくて、古いものを残して使うこ
とにも大きなチャンスはあると言う。

　最後に、修理の手法として先輩方がやり残してきたことはまだまだあ
ると言う。突拍子もないことは誰もしないが、古いものを残すためには
これまでできなかったことを実践していきたいと言う。長年日本の伝統
建築を見てこられた氏がこれからも創作ではない文化財修復を通じて未
来を創造していくことが楽しみである。

経歴
1950年 青森県生まれ
1974-1987年 社団法人和歌山県文化財研究会
1987-2012年 財団法人和歌山県文化財センター

主なプロジェクト
1991年 重要文化財 道成寺本堂保存修理
1991年 国宝 根来寺大塔保存修理 
1993年 重要文化財 丹生都比売神社楼門保存修理
1995年 重要文化財 長楽寺仏殿保存修理
1998年 国宝 金剛峯寺不動堂保存修理
2002年 重要文化財 粉河寺大門保存修理
2005年 史跡 和歌山城御橋廊下復元
2010年 重要文化財 金剛三昧院客殿ほか保存修理
2011年 高野口小学校校舎改修助言
2014年 史跡 金剛峯寺伽藍中門再建工事計画立案技術指導

主な受賞歴
2013年 日本建築学会賞（建築業績）（共同受賞）
2013年 ユネスコアジア太平洋州文化財保存賞（共同受賞）

「高野山　中門」 にて

聞き手　　吉永規夫（Oice for Environment Architecture）
写真撮影　河合止揚



■はじめに
　梅田の東、オフィス街と中崎町の古い町家
が残る地域の境界近くに、大阪能楽会館があ
る。付近は会社員や学生をはじめ、老若男女
さまざまな人びとで賑わいをみせている。
　会館が竣工した昭和34年（1959）といえ
ば、戦後復興が一段落し、高度経済成長の
真っただ中にあった。 5年後に開催される
夏季オリンピックの開催都市が、東京に決定
した年でもある。大阪では前年、中之島に旧
フェスティバル・ホールが、難波に旧大阪新
歌舞伎座が竣工し、人びとが発展の中にも芸
術文化に触れる心のゆとりを持ちはじめた時
代だった。そうした中で誕生した大阪能楽会
館は、戦前から住友総本店などを舞台に活躍
した建築家・竹腰健造（1888～1981）の作品
である。竹腰は、一建築家という立場を超え、
能楽とも深いかかわりを持っていた。建築そ
のものをみる前に、まずは設計者の経歴を振
りかえっておきたい。

■二つの人生を生きる
　竹腰は明治21年（1888）、金沢市に生まれ、
小倉市（現・北九州市）で小・中学生時代を過
ごし、中学の頃より弓術を習うようになった。
その後、一高（現・東京大学教養学部）に入
学し、明治43年工科大学に進学した。その際、
製図課題が忙しくなり、弓術に打ち込む時間
がなくなり、夜にも稽古ができる謡を習うよ
うになった。この時の謡が宝生流であった。
明治45年に卒業後、大正6年（1917）に帰国
するまでロンドンに留学し、R.I.B.A.の会員と
なった。留学中は謡の稽古をあきらめざるを
得なかったが、エッチングの勉強に精を出し、

ロイヤルアカデミーの展覧会に出展し、入選
するまでになった。竹腰は、次のように回顧
する 1）。
　　　�長くとも短くとも、人の人生は一日一

日の積み重ねである。一日は二十四時
間、そのうち八時間は寝て八時間は働
くとしても八時間は残る。この八時間
を有効に使えば、一生の間には働く八
時間に相当するなにか有意義な仕事を
成し遂げうるであろう。そうすれば、
一つの生命のあいだに二つの人生が過
せるではないか。短命であっても長命
の人と同じ生甲斐を感ずることができ
るではないか。

　この文章は、竹腰70歳の時のものだが、彼
は93歳までの充実した生涯を送った。「短命で
あっても」と述べたのは、彼は体が弱く、 3
度死ぬ寸前の恐怖を味わっていたからであっ
た。いずれにせよ、その8時間が弓道であり、
謡であり、エッチングであったのだ。
　さて、留学を終えた竹腰は、大阪の住友総
本店に就職した。住友では、長谷部鋭吉とと
もに住友総本店の設計に関わったことは、よ
く知られている。住友では、彼のもう一つの
人生における大切な出来事として、宝生流の
謡曲を嗜む人びととのであいがあった。総理
事の鈴木馬左也、支配人の小倉正恒ら錚々た
る面々が、関西では少ない宝生流の謡曲をた
しなんでいた。こうして謡との再会を果たし、
やがて大鼓の谷口幸次郎、謡・舞の野口兼資
という生涯の師匠にであうこととなった。
　竹腰が初めて能を演じたのは昭和6年 2）の
「井筒」であった。やがて、「望月」「道成寺」
「卒都婆小町」など、当時素人が許された最高

①南西側外観　平成26年11月撮影：酒井�一光（以下※）
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⑥-2　2階平面図
16�食堂　　　　　17�歩廊　　18�休憩室
19�座席　　　　　20�録音室　21客用女子便所
22�客用男子便所　23�道具庫　24�敷舞台
25�見所　　　　　26�客室　　27�衣裳庫

「建築と社会」第40輯第 5 号（昭和34年 5 月号）より
⑤正面よりみた能舞台　見付柱・ワキ柱を入れたところ

④内部全景　見付柱・ワキ柱のない場合

③玄関

⑥-1　1階平面図
��1�玄関　　　　　��2�携帯品預所　��3�事務室兼楽屋
��4�歩廊　　　　　��5�休憩室　　　��6�客用男子便所
��7�客用女子便所　��8�見所　　　　��9�舞台
10�橋懸　　　　　11�雛壇　　　　12�溜り
13�鏡の間　　　　14�楽屋　　　　15�内玄関

②外観
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⑦北西側外観※

⑨中庭より正面をみる　写真右手が玄関※

⑩玄関（右）と歩廊（左）※

⑪能舞台　正面鏡板の松は松野奏風の画。※

⑧西側ファサードのテラコッタ「翁」※

⑫ 能舞台（見付柱・ワキ柱のない場合）　2階見所からも見えやすいよう
配慮されている。※

⑬能舞台（見付柱・ワキ柱のない場合）※

⑭橋懸り　左手の揚げ幕の先が鏡の間。※

⑱1階楽屋　9畳間3室と12畳間1室が一続きとなる。※

⑯見所※

⑰見所　2階は桝席となる。※

⑮ 鏡の間　天井の扉をあけると2階の
道具庫につながる。※
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の曲目まで演じるようになった。そして昭和
18年、ついに自ら新作能「世阿弥」を書き上
げるにいたった。谷口、野口の両師匠、川田
順の手直しを受け、金剛流家元・金剛巌に見
てもらったところ激賞され、この謡曲は他流
の金剛流新作として上梓された。同年、金剛
能楽堂で初演され竹腰がシテを務めた。
　ところで、建築家としての竹腰健造に話を
戻すと、住友総本店が完成した後、長谷部竹
腰建築事務所を設立し、長谷部を助けて数々
の名作を生みだした。同事務所は住友土地工
務株式会社に吸収され、後に日本建設産業株
式会社となった。竹腰はそこで社長を務めた
ことから、昭和22年から同25年まで公職追放
の処分を受け、誠に辛い時期を経験した。だ
が、日本建設産業株式会社は後に日本最大の
設計事務所・日建設計となり、その建材販売
を目的に設置された商事部は住友商事という
日本有数の商事会社に成長した。坂本勝比古
はこれを「竹腰健造の先見の明のあったこと
を物語るもの」3）だと述べている。並行して、
昭和21年には日本建築協会会長に就任した。
同23年に双星社竹腰建築事務所を開設し、大
阪市長公館、法隆寺聖徳会館、小林聖心女子
大学などの名建築を世に送り、還暦を過ぎた
後もまだまだ注目される存在となった。

■外観と建築構成
　竹腰が大阪能楽会館を手がけたのは、昭和
32年の古希を過ぎたころである。翌年には著
書『能楽三昧』を記し、大阪能楽会館の着工
を迎えている。
　本建築は、建築面積に対して敷地に余裕が
あるとはいえない。結果、敷地いっぱいを
使って建てることになったが、それでも現地
を訪れるとゆとりを感じる。道路に対しては、
一階を人造石、二階をボーダータイル貼り仕
上げとしている。目を引くのが、壁面の中央
にあらわれた「翁」のテラコッタ・レリーフ
だ。テラコッタは、主に大正から昭和初期に
かけての建築で多用され、戦後はぱたりと姿
を消してしまった。それが、ここに再び姿を
みせた。戦後日本の建築は、戦前のそれと分
断したものとして語られることが多いが、関
東に比べて関西の建築では戦前から戦後への
ゆるやかな連続性が感じられる。このレリー
フは、いくつかの部分に分けて焼かれ、長谷
部竹腰建築事務所の設計で昭和12年に竣工
した宇治電ビルディング（現存せず）のテラ
コッタ・レリーフに近い。なんとも優雅な姿
である。モチーフとなった「翁」は、「能にし
て能にあらず」といわれる別格の曲で、正月
や祝賀など特別の場合に演じられ、演者は神
となって天下泰平・国土安泰を祈願しながら

舞う。会館の正面を飾るにふさわしいモチー
フといえる。本建築の竣工は、昭和34年 3月
20日であるが、施工を担当した大林組の山下
恭次は「何分にも仕上期間が季節的に最悪の
時期でありましたので、外部テラカッタ取付
けに際し、窯の出が工期の切迫とにらみ合わ
せて非常に心配しましたが、期限に納り、無
事完成致しましてご満足して頂きましたこと
は感慨無量です」4）と回想している。なお、
竹腰はその後、傘寿にして膀胱癌を患い、恢
復した頃から陶芸をはじめるにいたった。戦
前・戦後を通してテラコッタなど優れた建築
用のやきものに接していたことが、後に陶芸
をはじめるきっかけのひとつになったと思う
のは、想像の過ぎたるものであろうか。

■内部の構成
　会館入口は、敷地南西の道路に面しており、
はじめて訪れたものにも分かりやすい。見所
（客席）の形状に合わせて壁面がアールを描
く姿を、入口手前から望むことができる。小
さな庭を挟んで曲面を織りなす壁をみながら、
左手に玄関を入ると、携帯品預所があり、見
所にそった歩廊へと続く。
　見所と能舞台は、設計者が最も意を注いだ
場所である。見所は一階が椅子席、二階は升
席で床座で能を鑑賞するようになっている。
設計者は次のように回想する 5）。
　　　�大夫は鏡の間でまづ面を拝し面の持つ

気持を取って舞台に立つのであります
から、面がすべての中心になります。
面は俯すれば泣き、仰げば微笑するよ
うになっております。これがため舞台
を見下す形をとりますと、見所から舞
台は見よくはなりますが、面がいつも
曇って見え、悲しんでいるように見え
ます。本建物の設計ではこれを避け、
二階席もなるべく低くして面が泣くこ
とを少くしました。

　二階を枡席としたことは、少しでも目線を
低くしようとした配慮であろう。
　もうひとつの大きな工夫として、舞台正面
の柱（目付柱・ワキ柱）を取り外し可能にし
た点が挙げられる。これについて、設計者は
次のように語る 6）。
　　　�目付柱はその名のように大夫が舞の目

標とするのですが、見所からは非常に
邪魔になります。大夫も慣れれば舞う
のに不自由はないと思われますし、ま
たどうしても舞えぬという大夫の場合
には随時取付けられるようにしてあり
ます。

　この目論見は的を射たようで、今日でも利
用者によって目付柱・ワキ柱を取りはずして

使う者もあれば、通常の取り付けた状態で使
う者もあるという。
　大阪能楽会館竣工時の客席数は、一階404
名、二階128名の532名（補助席共700名）
だった。現在、 1階の椅子席は改修されて
385名となったため、合計513名が鑑賞でき
る。こうした小規模な屋内能楽堂であれば、
能舞台の屋根が目立つことになり、ここでは
切妻造ではなく入母屋造とされた。また、天
井との兼ね合いで屋根の最上部を水平にする
など、苦心の跡がうかがえる。実際は、能舞
台の屋根を天井より鉄骨で吊り下げる納まり
となっている。
　こうして、能楽を愛する建築家により設計
された当会館の『建築と社会』における竣工
記事は、次の言葉で締めくくられた 7）。
　　　�設計は宝生流の私、施工は大林組です

が相談役の喜多流中村寅之助氏が全責
任を負い、舞台橋懸りなどは山田組の
社長で観世流の浜田豊太郎氏が全力を
つくされ、いわば三流三者の最善をつ
くした合作であり、またこの三者がい
づれも能を舞うほど永年この道を嗜ん
できたのです。この能楽堂が永く大阪
の能楽界から愛されるよう祈ります。

　竣工後も、竹腰はこの舞台で「卒都婆小町」
（昭和42年）、「隅田川」（同43年）、「安宅」（同
44年）、「求塚」（同47年）を演じた。そして、
竣工55年以上過ぎたいまも、多くの人々に愛
されている。
　竹腰の第一の人生は紛れもなく建築である
が、第二の人生は弓道であり、エッチング、
陶芸であったが、なかでも能楽への思い入れ
が殊更強かった。本会館は第一の人生である
建築と第二の人生である能楽との結節点とし
て、氏の中でも重要な位置付けの建築に思え
る。設計者が望んだように、本建築がいつま
でも大切に使われることを祈りつつ、この稿
を終えたい。

註
1 ）竹腰健造『能楽三昧』わんや書店、1958
2 ）竹腰健造『懐旧譜』私家版、1977による。
　　なお、『能楽三昧』（前掲）は昭和7年とする。
3 ） 坂本勝比古「竹腰健造」『日本建築協会80年

史』同協会、1999
4 ） 「大阪能楽会館」『建築と社会』1959年5月号、

日本建築協会より山下恭次「施工者のことば」
5 ）前掲 4 ）同書より竹腰健造「設計者のことば」
6 ） 5 ）に同じ。
7 ） 5 ）に同じ。

（さかい　かずみつ／大阪歴史博物館学芸員）
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生誕150年記念
竹内栖鳳展1

上村松園や橋本関雪、池田遙邨など多くの優れた門下生を輩出
し、京都画壇を率いた日本画家・竹内栖鳳。本展では、その生誕
150年を記念し、海の見える杜美術館の所蔵品を中心に、代表作
をはじめ、初公開となる油絵や襖絵など新たな角度から栖鳳の魅
力に迫り、貴重な作品を紹介する。

《スエズ景色》1901年　海の見える杜美術館蔵 

期　　　間　2月7日（土）～3月29日（日）
　　　　　　10：00～17：00（入場は16：30まで）
休　館　日　月曜日
会　　　場　姫路市立美術館
　　　　　　姫路市本町68-25
　　　　　　TEL.079-222-2288
観　覧　料　一般1,100円、大高生600円、中小生200円

特別展 チューリヒ美術館展
－印象派からシュルレアリスムまで－2

19世紀の印象派以降から20世紀にかけた近現代美術コレクショ
ンが優れていることで知られているチューリヒ美術館。金融の街
にふさわしく、スイス国内の裕福なコレクターからの寄贈を受
け、現在10万点以上もの作品を所蔵する。本展では、モネ、ド
ガといった印象派の
巨匠をはじめ、セザ
ンヌ、ゴッホ、ゴー
ギャン、ルソーと
いったポスト印象
派・素朴派の画家、
ボナールなどのナビ
派、ムンクなどの
表現主義、マティ
ス、ヴラマンクらの
フォーヴィスム（野
獣派）、ピカソ、ブ

ラックらのキュビスム（立体主義）、さらに、モンドリアン、カ
ンディンスキーらの抽象主義、そして、ダリ、ミロ、キリコ、マ
グリットらシュルレアリスムの著名な画家たちにくわえ、ホド
ラー、セガンティーニ、ジャコメッティ、クレーらスイスにゆか
りの深い芸術家など、34作家の作品74点を紹介する。

期　　　間　2015年5月10日（日）まで
　　　　　　9：30～17：30（入館は17時まで）
　　　　　　※土曜日は19時まで開館（入館は18時30分まで）
休　館　日　月曜日（ただし5月4日（月曜日・祝日）は開館）
会　　　場　神戸市立博物館
　　　　　　神戸市中央区京町24番地
　　　　　　TEL.078-391-0035 
観　覧　料　一般1,500円、高大生1,100円、小中学生600円

スイスデザイン展
SWISS DESIGN3

鉄道や航空など「観光」におけるデザイン、そして時計や靴、家
具やファブリックなど多様な領域におよぶ各ブランドの取り組
み、その歴史と背景、思想とコンセプトは、スイスのデザイン文
化の豊かさを身近なところから語る。また近代建築の巨匠�ル・
コルビュジエ（1887－1965）とバウハウスに学んでモダンデザ
インに大きな足跡を残したマックス・ビル（1908－1994）の二
人の仕事は、スイスデザインの合理性と普遍性を考える手がかり
となるはず。
日本とスイスの国交樹立
150年にあわせて開催さ
れる本展は、両国の交流
の始まりを導入として、
近代デザインの草創期か
ら、その開花を迎える20
世紀中葉、そして多様な
価値観とアイデアの展開
する現在まで、スイスか
ら世界に向けて発信され
たさまざまなデザインを
紹介する。

期　　　間　2015年3月29日（日）まで
　　　　　　11：00～19：00
　　　　　　（金・土は20時まで／最終入場は閉館の30分まで）
休　館　日　月曜日、 2 月 8 日（全館休館日）
会　　　場　東京オペラシティ　アートギャラリー
　　　　　　東京都新宿区西新宿3-20-2
　　　　　　TEL.03-5777-8600（ハローダイヤル）
観　覧　料　一般1,200円、大・高生1,000円、中学生以下無料

i n f o r m a t i o n

フィンセント・ファン・ゴッホ
《サント＝マリーの白い小屋》

1888年 Ⓒ2014-2015Kunsthaus
Zürich. All rights reserved.

ル・コルビュジエ
《ル・コルビュジエ・センター》

1967竣工 ⒸFLC
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i n f o r m a t i o n

阪神・淡路大震災20年展
阪神・淡路大震災から20年4

2015年 1 月17日で阪神・淡路大震災から20年の節目を迎え、コ
レクションを軸に借用作品も交え、震災をテーマにした展覧会を
開催中。本展では、複数の部屋からなる常設展示室の特性を活か
し、小テーマを設けている。第 1 部では、自然の脅威と美をと
らえた作品について歴史をさかのぼって紹介。続く第 2 部では、
1.17から現在、そして未来へ、作品を受け継ぐという、美術館
の原点でもある活動に焦点をあてる。第 3 部では、10年、20年
という時間の区切りを越えて、記憶を伝える美術作品の力に注目。
全体として過去から未来へとゆるやかに時間軸をたどりつつ、震
災と美術、震災と美術館について、多角的に掘りさげ考える。
展覧会構成
　第 1 部　自然、その脅威と美� ［展示室 6 ］
　第 2 部　今、振りかえる－1.17から
　　 1 ）その時、美術館では　1995－2005� ［展示室 1 ］
　　 2 ）中山写真スタジオの「文化財レスキュー」� ［展示室 2 ］
　　 3 ）記憶を伝える－保存・修復と教育・普及� ［展示室 3 ］
　第 3 部　10年、20年、そしてそれから－米田知子�［展示室 4 ］
さらに、小磯良平記念室、金山平三記念室、「近現代の彫刻―語る
カラダ、語る人」／「安藤忠雄コーナー」もご覧頂けます。

福田美蘭《淡路島北淡町のハクモクレン》2004年

期　　　間　2015年3月8日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　（特別展開催時の金・土曜日は20：00まで）
　　　　　　（入場は閉館30分前まで）
休　館　日　月曜日
会　　　場　兵庫県立美術館
　　　　　　神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1
　　　　　　TEL.078-262-0901
観　覧　料　一般510円、大学生410円、高校生260円、
　　　　　　65歳以上255円、中学生以下無料

「天才陶工　仁阿弥道八」展5

仁阿弥道八（にんなみどうはち）（1783～1855）は、京都の陶
工・高橋道八家の二代目にあたり、清水五条坂を拠点に活躍した
京焼の名工で、茶道具から、食器、置物など彫塑的な作品にいた
るまで多くの魅力的な作品を残した。関西では「仁阿弥」と呼ば
れ、仁阿弥の茶道具は茶席において現在もなお人気がある。本展
では、鋭い観察力と卓越した技量を駆使して、真摯に作陶に向き
合った仁阿弥道八の技とユーモア冴えわたる作品の数々を一挙に
紹介。ボストン美術館所蔵「モース・コレクション日本陶磁」か
らも12件の仁阿弥道八作品が里帰りする貴重な機会である。

色絵寿星立像　仁阿弥道八
江戸時代　19世紀　野﨑家塩業歴史館蔵

期　　　間　2015年3月1日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　（金・土は20時まで／最終入場は閉館の30分前まで）
休　館　日　火曜日
会　　　場　サントリー美術館
　　　　　　東京都港区赤坂9-7-4　東京ミッドタウン
　　　　　　ガレリア 3 階
観　覧　料　一般1,300円、大・高生1,000円、中学生以下無料
※障害者手帳持参者（本人と介護者 1 名のみ無料）
※音声ガイド　500円　※英語版もあり。
※ 作品保護のため、会期中展示替あり。各作品の展示期間について

は美術館まで。
■「仁阿弥道八」展 フレンドリートーク
エデュケーション・プログラムのスタッフによる、こどもから大人
まで楽しめる初心者向けスライドレクチャー。（約20分）
会　　　場：サントリー美術館　 1 階レクチャールーム
※開場は30分前。混雑時は立ち見になる可能あり
問合わせ　詳細は下記サイトを参照。
http://suntory.jp/SMA/

本欄掲載の 1 ～ 5 の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（82円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。
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日本建築協会
月 間 の 動 き  平成26年12月

編集委員会
第 9 回編集・広告企画合同委員会
12月11日（木） 17：30～19：00
出席者　米井委員長ほか 6 名
議　事（ 1 ）�1 月号特集　フォー・オール

の時代に向けて
　　　（ 2 ）�2 月号特集　場をつくる～

プログラムの挑戦～リノベー
ションのリアル

　　　（ 3 ） 3 月号特集　東海支部特集
　　　（ 4 ） 4 月号特集　私の空間作法
　　　（ 5 ）�5 月号特集　あかり・文化・

創造
　　　（ 6 ）�6 月号特集　これからの学び

のかたち
　　　（ 7 ）広告依頼先検討
　　　（ 8 ）その他
第 1 回建築計画系分科会
12月 9 日（火） 19：00～21：15
出席者　三谷幹事ほか 7 名
議　事（ 1 ）2015年 8 月号特集の企画
第 6 回インテリア・住宅系分科会
12月 8 日（月） 19：00～21：00
出席者　黒栁幹事ほか 4 名
議　事（ 1 ）2015年 2 月号特集の企画
第 8 回構造分科会
12月 5 日（金） 18：00～18：30
出席者　岸本幹事ほか 2 名
議　事（ 1 ）構造の頁の企画
　　　（ 2 ）11月特集号の企画
第 7 回設備分科会
12月 3 日（水） 18：00～19：50
出席者　橋本幹事ほか 7 名
議　事（ 1 ）設備の頁の企画
　　　（ 2 ）見学会の企画
　　　（ 3 ）2015年の特集の企画
第 8 回法令分科会
12月10日（水） 15：15～17：00
出席者　岡本幹事ほか 3 名
議　事（ 1 ）法令コーナーの企画
　　　（ 2 ） 9 月特集号の企画
第 8 回作品作風小委員会
12月17日（水） 19：00～20：00
出席者　西田小委員会委員長ほか 4 名
議　事（ 1 ）作品の選定
　　　（ 2 ）作品の掲載状況、予定の報告
　　　（ 3 ）gallery掲載報告、予定

事業委員会
第 9 回Ｕ-35小委員会
12月12日（金） 19：00～21：00
出席者　下田リーダーほか 4 名
議　事（ 1 ）3rd�actionへ向けて
　　　（ 2 ）次回会議予定、年間予定
　　　（ 3 ）活動記録、活動収支

出版委員会
第 8 回出版委員会
12月17日（水） 18：00～18：50
出席者　上原委員ほか 3 名
議　事（ 1 ）�＜プロのノウハウ＞と特装本

の経過報告
　　　（ 2 ）進行中のテーマの検討
　　　（ 3 ）新テーマ

教育委員会
第 2 回工高生教育小委員会
12月 9 日（火） 18：00～19：00
出席者　谷口小委員会委員長ほか 4 名
議　題（ 1 ）第60回工高生DC実施報告
　　　（ 2 ）第61回工高生DC募集規定
第 8 回大阪府住まいづくり教育普及協議会
12月19日（金） 16：00～17：30
大阪府建築会館会議室
議　題（ 1 ）今後の出前講座実施

100周年関連事業委員会
第66回群像インタビュー
12月15日（月） 14：00～17：00
出席者　吉永委員ほか 1 名
インタビュー　鳴海祥博
第 3 回史料研究会（再読　関西近代建築）
12月 2 日（火） 18：00～20：05
出席者　山形委員長ほか 5 名
議　事（ 1 ）今後の連載企画の検討
　　　（ 2 ）｢再読｣ ｢100年史｣ 等の刊行
第 9 回10年委員会
12月10日（水） 18：30～20：00
出席者　設楽委員長ほか 6 名
議　事（ 1 ）�学生のための見学会「川島織

物セルコン本社工場」反省会

100周年記念事業準備委員会
第 4 回打合せ
12月 1 日（月） 18：30～20：45
出席者　設楽委員長ほか 4 名
　　　　岩崎学芸出版社編集担当
議　事　100周年記念出版
第 5 回打合せ
12月18日（木） 18：00～19：15
出席者　設楽委員長ほか 2 名
　　　　岩崎学芸出版社編集担当
議　事　�100周年記念出版の出版方法、概

算費用

編集委員会（平成26年度）
■副会長
　設楽　貞樹
　本多　友常
■編集担当理事
　西　　博康
　押味　至一
　佐藤　榮一
　杉本　　浩
　竹中　統一
　松本　眞一
　吉村　英祐
◎米井　　寛
■副委員長
○勝山　太郎
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　紅谷　昇平
　松田奈緒子
　三宅　次郎
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　荒木　宏之
　大西　広朗
　神戸　嘉也
　静　　茂夫
　下坂　浩和
　野田　隆史
　橋本　祐典
△三谷　帯介
　矢野　展寛
　米山　剛史
　渡部　　剛
★インテリア・住宅
　今井　充彦
　川合　隆之
△黒栁　　亮
　酒井　雅男
　塚口眞佐子
　ペリー史子
　間渕　一博
　森岡　拓也
■構造分科会
　伊藤　栄治
　岡田　　健
△岸本　光平
　司馬　勢也
　瀧野　敦夫
　角田　耕一
　橋本　宗明
　松村　　健
　宮久保秀樹
　向井　洋一

■設備分科会
　赤澤　正治
　北野　勝也
　欅田　輝生
　寺井　千佳
　長澤　康弘
　夏井　重行
　野崎　正二
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　村上幸三郎
　山本　雅洋
■施工材料分科会
　荻巣　友貴
　後藤　尉彦
△桜井　和男
　髙橋　秀一
　藤丸　啓一
　山口　紀宏
　吉田　正友
■法令分科会
　井上　久明
△岡本　亮二
　河野　　学
　田中　幸夫
　前田　俊文
　吉岡　　忠
■作品作風小委員会
　東井　嘉信
　居内　章夫
　池上　　明
　稲垣　和江
　加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉橋　尉仁
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　鞆野　淳司
　豊田　充広
　鳥居　久人
▲西田　佳代
　芳谷　晴彦
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　大谷　金由
　小川　雄介
　小山　　昭
　権代　　晃
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△幹事

印　　刷　2 0 1 5 年 1 月 29 日
発　　行　2 0 1 5 年 2 月 1 日
発 行 人　一般社団法人日本建築協会
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■訂正とお詫び
本誌2015年 1 月号に、下記の誤りが
ありました。
関西の建築界/群像　第65回
誤　�ポルトガルの大使館からOficial� da�

Ordem�de�Merito勲章を授与
正　 ポルトガルの大統領からoicial da 

Ordem de Mérito勲章を授与
関係各位にご迷惑をおかけしましたこ
とをお詫び申し上げます。
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企画広告

新製品レヴュー 企画広告募集のご案内

会誌「建築と社会」では、貴社の新製品や新しい技術を記事掲載という形で
ご紹介させていただくコーナー「新製品レヴュー」を設けております。
開発の意図や製品の特長、導入によって得られる成果、導入事例等、写真や
図版等を含めて、具体的にご紹介いただけます。
一般社団法人日本建築協会の会員に限らず、どなたでもご執筆いただけます
ので、ぜひ貴社広告・宣伝の場としてご活用ください。

掲載料：モノクロ 1 ページにつき80,000円（消費税込み）
※掲載は 1 ～ 2 ページが基本となっております。
※掲載号、詳細につきましては担当者へお問い合わせください。

お問い合わせ先／一般社団法人　日本建築協会　片山・井筒
TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984

E-mail：koukoku@aaj.or.jp
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